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映画「のぼうの城」実録 行田ロケーション

市制施行61周年・文化の日 合併5周年記念式典
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市制施行61周年・文化の日

合併５周年記念式典
　11月３日、「市制施行61周年・文化の日 合
併５周年記念式典」が教育文化センターで開
催されました。
　今年の式典では、各分野で活躍し永年市政
に貢献された市民功労の２人をはじめ、80人、
18団体が表彰され、工藤市長から表彰状と記
念品が手渡されました。
　ここでは、表彰を受けた皆さんを紹介します。

市　　　　民　　　　功　　　　労

功労の事績
　氏は、昭和58年に行田市議
会議員に初当選し、以来６期
24年間の永きにわたり市議会
議員として地方自治の振興発展
に努めるとともに、市民の声を
市政に反映することに全力を傾
注しました。市議会議員在職中
は、議長および副議長をはじ
め、議会運営委員会委員長、建
設常任委員会委員長および総務常任委員会委員長の要
職を歴任するほか、総合振興計画審議会委員、都市計
画審議会委員、水道事業運営審議会委員などの審議会
委員ならびに監査委員および農業委員会委員を務める
など、豊富な識見と誠実な人柄をもって、市政の発展
に大きく貢献しました。さらに、市議会議長在職中に
は、全国市議会議長会理事、関東市議会議長会副会長
および埼玉県市議会議長会会長の要職を務め、地方自
治の拡充強化に奔走しました。
　また、荒川北縁水防事務組合議会議員、忍領利根川
水防事務組合議会議員や彩北広域清掃組合議会議員な
どを務め、市域を超えた広域行政による事業運営に寄
与しました。
　そのほか、医療保健推進委員会委員、大学誘致推進
委員会委員、荒川左岸北部流域下水道事業推進協議会
委員、交通安全対策協議会委員、国道125号バイパス
建設促進期成同盟会委員、武蔵水路改築対策委員会委
員などを歴任し、市民福祉の向上や都市基盤の充実に
尽力しました。
　そして、地方分権とまちづくりの重要性を深く理解
し、市町村合併問題にいち早く取り組み、持ち前の行
動力をもって周辺自治体に働き掛けを行い、平成18
年１月１日の南河原村との合併に大きな役割を果たし
ました。

自治功労表彰 関口　宣夫 氏

功労の事績
　氏は、書を中心とした芸術文
化活動の振興に努めるととも
に、社会教育・生涯学習事業の
企画運営と実践を通じて、本市
の教育文化の向上に大きな貢献
を果たしています。
　県北地域を代表する書の第一
人者である氏は、県北美術展で
の知事賞の受賞をはじめ、埼玉
県美術展覧会では３年連続で特別賞を受賞するなど、
数々の賞を受賞し、その芸術性の高さが認められてい
ます。
　県北美術展や埼玉県美術展覧会では、審査員として
も活躍するとともに、昭和６３年から平成５年まで埼
玉県書道人連盟常任理事、平成６年から平成９年まで
埼玉県書道人連盟副理事長兼事務総局長として、埼玉
県書道界の発展のために尽力しました。
　また、平成６年から現在まで行田市書道人連盟会長
として、行田市書道界をけん引するとともに、平成
10年度から開催されている「公募行田市美術展」の
立ち上げに中心となって尽力し、２期４年間実行委員
長を務めるなど、その発展に努め、書、絵画、工芸、
写真の４分野の総合発表の場として、広く市民に芸術
鑑賞の機会を提供し、市民の文化の高揚を図ってきま
した。
　そのほか、平成３年４月から５年間、社会教育指導
員として、平成10年４月から10年間、地域公民館長
として、温厚で誠実な人柄や持ち前の優れた識見と行
動力をもって、地域の住民との太いきずなのもと、本
市の生涯学習の推進に大きな役割を果たしました。
　さらに、平成14年５月から現在まで文化財保護審
議会委員として、豊富な学識経験を生かし、本市の文
化財の保護に大いに貢献しています。

文化功労表彰 金子　昌司 氏
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忍
城
を
舞
台
に
し
た
和
田
竜
さ
ん
著
の
戦
国
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
小
説
で
、
映
画
と
な
っ
て
来
年
公
開

さ
れ
る
「
の
ぼ
う
の
城
」。
そ
の
映
画
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
、
10
月
27
日
に
さ
き
た
ま
古
墳
公
園
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
ロ
ケ
ー
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ョ
ン
で
は
、忍
城
を
水
攻
め
す
る
際
、

石
田
三
成
軍
が
実
際
に
陣
を
張
っ
た
丸
墓
山
古
墳
を

バ
ッ
ク
に
、
公
募
で
選
ば
れ
た
市
内
の
エ
キ
ス
ト
ラ
57

人
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
37
人
が
、
生
き
生
き

と
撮
影
に
臨
み
ま
し
た
。

2011【秋】全国東宝系超拡大ロードショー！　配給：東宝、アスミック・エース
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Extra
忍城の近くに住んで
いて、友達と一緒に
参加しました。思っ
た以上に時間と手間
が掛かる撮影にびっ
くり。映画が公開に
なったら一番に見に
行きます！荒井慎也さん（忍）

Volunteer Staff
実家が行田市。映画
の撮影は見る機会も
ないし、地元での撮
影なので、撮影補助
の仕事を楽しんでい
ます。エキストラで
も出てみたかったで
すね。新井亜紗美さん（桶川市）

Extra
同級生４人のうち、参
加できたのは私１人。
同級生を代表しての
出演です。「もしか
したら出演するか
も」と５月に退職
した会社のみんな
にPRしてきました
(笑)。小菅　博さん（長野）

Volunteer Staff
ボランティアスタッ
フ募集は回覧板で知
りました。行田が舞
台の小説「のぼうの
城」を読んで、興味
を持っていました。
やっぱり主演の野村
萬斎さんに期待して
います。小山絵美さん（向町）
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昭
和
63
年
２
月
17
日
に
開
館
し
た
郷
土
博
物

館
の
入
館
者
が
、
10
月
17
日
に
通
算
１
０
０
万

人
に
到
達
し
ま
し
た
。

　

記
念
す
べ
き
１
０
０
万
人
目
の
入
館
者
と
な

っ
た
の
は
、
さ
い
た
ま
市
か
ら
両
親
と
弟
の
4

人
で
来
館
し
た
武
井
春
樹
さ
ん
（
９
歳
）
。
武

井
さ
ん
に
は
入
館
者
１
０
０
万
人
目
の
認
定
書

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
忍
城
お
も
て
な
し
甲
冑

隊
と
の
記
念
撮
影
も
行
い
ま
し
た
。
「
も
と
も

と
私
が
歴
史
好
き
で
、
『
の
ぼ
う
の
城
』
を
読

ん
で
一
度
忍
城
に
来
て
み
た
か
っ
た
」
と
父
親

の
謙
治
さ
ん
が
語
る
と
、
母
親
の
智
香
子
さ
ん

も
「
さ
い
た
ま
市
の
皆
さ
ん
に
も
宣
伝
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

郷
土
博
物
館
☎
５
５
４―

５
９
１
１

郷
土
博
物
館
の
入
館
者
が　
　

　
　
　

１
０
０
万
人
に
到
達

市庁舎の耐震補強工事を実施します市庁舎の耐震補強工事を実施します市庁舎の耐震補強工事を実施します

　通常の業務を行いながら工事を実施しま
す。本格的な工事は、平成23年4月から平
成24年12月末にかけて行います。
　工事期間中、足場の設置などにより、駐
車場や通路出入り口など、ご不便をお掛け
しますが、ご理解ご協力をお願いします。
　この工事により、市庁舎は、阪神･淡路
大震災レベルの地震に耐えられるものにな
ります。

▶問い合わせ　財政課管財担当（内線327）

通常業務を行いながらの工事です

各階の窓の外に地震エネルギーを吸収する油圧ダンパー付きの
制震ブレースを設置します

市庁舎耐震補強工事完成予想図

市役所の一部の部署が移転します

　市庁舎の耐震補強工事に先立
ち、都市整備部（まちづくり推
進課、開発指導課）と建設部（管
理課、道路治水課、建築課、用地
課）が、埼玉県行田地方庁舎に移
転します。
※地方庁舎での業務の開始は
平成22年12月27日（月）
です。

 【移転先住所】〒361－0052
　行田市本丸２－20
※電話は、今までどおり代表番号
 （556－1111）をご利用ください。

▶問い合わせ　企画政策課政策担当（内線311）

市役所

125

産業文化会館

埼玉県行田地方庁舎 ３階

まちづくり推進課
開発指導課
用地課

埼玉県行田地方庁舎 ２階

管理課
道路治水課
建築課
（市営住宅入居サービスセンター）
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こ
の
ほ
ど
、
秋
の
叙
勲
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、
行
田
市
か
ら
は
今
井
進

也
氏
、
槗
本
圭
司
氏
が
瑞
宝
単
光
章
に
、
危
険
業
務
従
事
者
と
し
て
町
田
政

夫
氏
が
瑞
宝
双
光
章
に
、
柿
㟢

弘
氏
が
瑞
宝
単
光
章
に
輝
き
ま

し
た
。　

　

ま
た
、
褒
章
受
章
者
も
発
表

さ
れ
、
清
水
か
ね
子
氏
が
藍
綬

褒
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

秋
の
叙
勲
・
褒
章

秋
の
叙
勲
・
褒
章

秋
の
叙
勲
・
褒
章
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今井　進也 氏
（66歳・桜町）

瑞
宝
単
光
章

槗本　圭司 氏
（73歳・桜町）

瑞
宝
単
光
章

町田　政夫 氏
（71歳・富士見町）

瑞
宝
双
光
章

清水かね子 氏
（64歳・埼玉）

藍
綬
褒
章

柿㟢　  弘 氏
（72歳・持田）

瑞
宝
単
光
章

第５次行田市
総合振興計画（案）の
答申を行いました

第５次行田市
総合振興計画（案）の
答申を行いました

　市では、健康づくりの指針となる計画の策定を進めて
います。
　このたび、案がまとまりましたので、多くの声を頂く
ため、意見募集を実施しています。

▶募集期間　12月24日（金）まで
▶公開方法　市ホームページおよび市政情報コーナーで

公開
▶応募資格　市内在住・在勤・在学の方、市内に事業所

を有する方、本市に対して納税義務を有す
る方。ただし、市職員および市議会議員は
意見を提出できません。

▶応募方法　個人の方は、住所、氏名、電話番号を記載、
　　　　　　法人や団体の方は事務所の所在地、名称、

代表者の氏名、電話番号を記載し、持参、
郵送、またはＥメールで保健センターまで
提出してください。※書式自由

　　　　　 【持参・郵送】
　　　　　　〒361－0023 行田市長野２－３－17
　　　　　 【Ｅ-メール】hoken-s@city.gyoda.lg.jp
▶注意事項　・意見提出に係る個人情報は、本業務の目

　的以外には使用しません。
　　　　　　・提出された意見などの原稿の返却および

　個別の回答は行いません。
▶問い合わせ　同センター☎553－0053

健康増進計画・食育推進計画（案）
の意見を募集しています

　11月9日、行田市総合振興計画審議会
（田口英樹会長以下委員21人）は、今後のま
ちづくりの基本的な方向性を定める第５次行
田市総合振興計画（案）について、工藤市長に
答申を行いました。市では、答申を受けて同
案を市議会12月定例会に提案しました。

▶問い合わせ  企画政策課企画担当（内線309）

工藤市長に答申書を手渡す
田口会長と横田副会長
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　本市では、「今後のごみ処理のあり方」についての諮問に対する行田市資源リサイクル審議
会からの答申などを踏まえ、「燃やせるごみ」、「燃やせないごみ」の収集回数を変更します。

「燃やせるごみ」の収集日

※「燃やせるごみ」を週３日間収集している地区は、
収集日の変更はありません

変更前

毎週
月〜金曜日
（週５回） 

変更後

毎週
月・火・水・金曜日

（週４回） 

「燃やせないごみ」の収集日

※粗大ごみ・有害ごみ・資源物（缶・瓶・紙類・布
類）の収集日は変更ありません

変更前

週1回

変更後
【忍・行田・佐間・持田・

埼玉・下忍地区】

  毎週月・木曜日（週２回）

【星河・長野・荒木・須加・北河原・星宮・
太井・太田・南河原地区】

 毎週火・金曜日（週２回）

・家庭から発生するごみは、燃やせるごみ、燃やせないごみ、粗大ごみ、有害ごみ、資源物の５種類に分別して
いますので、それぞれ地区で決められた集積所に出してください。

・ごみ･資源物は収集日当日の午前8時30分までに指定された集積所に出してください。
・割れたガラスや瓶などを「燃やせないごみ」で出す場合は、紙や布などに包んで集積所へ出してください。
・前日や夜間に出すと、不法投棄、放火、盗難などが起きやすくなりますので、絶対にやめてください。
・集積所は、地区の方だけが利用できる場所です。きまりを守り、利用者全員で責任を持って管理してください。

　平成23年７月にアナログテレビ放送が終了することにより、地上デジタル放送対応のテレビへの切り替えが
必要となります。その際のテレビの処分については、エアコン・洗濯機・冷蔵庫・冷凍庫・衣類乾燥機の家電製
品と同様に家電リサイクル法の対象となりますので、廃棄物としての収集は行いません。
▶処分方法
①販売店に引き取りの義務がありますので、「収集・運搬料金」と「リサイクル料金」を支払って購入した店に引

き取りの依頼をするか、買い替えの際に引き取りの依頼をする。
②市の許可を有している収集運搬業者に引き取りの依頼をする（「収集・運搬料金」と「リサイクル料金」が必要）。
③家電メーカーが指定する引き取り場所に直接搬入する（郵便局で「家電リサイクル券」に必要事項を記入し、

「リサイクル料金」を納入後、廃棄する家電に貼る）。
※「家電リサイクル券」による納入金額は、家電の種類とメーカーにより料金が異なるため、あらかじめ種類、

メーカーを確認しておく必要があります。
※収集運搬業者、引き取り場所は、市ホームページ「ごみの出し方」を参照するか、環境課に問い合わせください。

　デスクトップ本体、ディスプレイ、ノートパソコン、一体型パソコンは、ＰＣリサイクルの対象です。
▶処分方法
・不要になったパソコンは、各メーカーが引き取りますので、各メーカーに問い合わせください（平成15年9月

以前に出荷されたパソコンはリサイクル料金が掛かります）。
・回収するメーカーがないパソコン（自作や倒産メーカーなどのパソコン）を廃棄する場合は、一般社団法人パソ

コン３Ｒ推進協会に問い合わせください。☎03－5282－7685　ホームページ  http://www.pc3r.jp

　市では、使用済みとなった食用油や未使用の油を回収しています。ペットボトルなどの容器（瓶不可）に入れ、
ふたを閉めて環境課または粗大ごみ処理場へお持ちください。
　なお、地区の集積所での回収は行いません。

▶問い合わせ　同課環境業務担当 ☎556－9530

ごみ・資源物を出すときのお願い

家電リサイクル対象品の処分

家庭系パソコンのリサイクル

食用油を回収します
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▼
勤
務
期
間　

平
成
23
年
１
月
13
日
㈭
～
３

月
31
日
㈭　

▼
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▼
勤
務
場
所　

税
務
課　

▼
勤
務
内
容　

市
・
県
民
税
（
住
民
税
）
課

税
事
務
の
補
助
（
書
類
整
理
や
簡
単
な
パ

ソ
コ
ン
操
作
な
ど
）　

▼
募
集
人
数　

３
人
程
度　

▼
時
給　

８
３
０
円　

▼
申
し
込
み　

市
販
の
履
歴
書（
写
真
貼
付
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
12
月
21
日

㈫
ま
で
に
人
事
課
へ
持
参
。
申
し
込
み
後
、

面
接
の
う
え
選
考
。　

▼
問
い
合
わ
せ　

人
事
課
人
事
給
与
担
当

（
内
線
２
０
８
）
ま
た
は
税
務
課
市
民
税

担
当
（
内
線
２
３
１
）

　

新
年
の
市
報
ぎ
ょ
う
だ
１
月
号
は
、
12
月

27
日
㈪
に
各
自
治
会
長
宅
ま
た
は
配
布
役
員

宅
へ
配
布
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

広
報
広
聴
課
広
報
広
聴
担

当
（
内
線
３
１
８
）

  

税
務
課
臨
時
職
員
を

　
　
　
　
　
　

 

募
集
し
ま
す

 

市
報
ぎ
ょ
う
だ
１
月
号
は

           

12
月
27
日
に
配
布
し
ま
す

　　　　税金の納め忘れはありませんか滞納滞納

　市では、皆さんに納めていただいた税金により、快適で住み良いまちづくりを行っています。市民
税や固定資産税などの市税は、皆さんの生活に密着した行政サービスを推進するために欠かすことの
できない重要な財源です。
　税金を納め忘れている方は、早めに納付をお願いします。

  そのまま納め忘れると・・・　　
　市税は、納期内に納めていただくことが原則です。地方税法では、督促状発送日から起算して10日を経過した
日までに納付がない場合、財産などの差押えをしなければならないとされています。
　市では、納期内に納税されている多くの方との公正・公平性を確保するため、差押えなどの滞納処分を強化し
ています。悪意のない「うっかり」とした納め忘れの場合でも、法に基づく差押えなどの滞納処分を執行するこ
とになります。

○平成22年度差押え実績（10月31日現在）　　【滞納処分の流れ】

＊捜索とは、滞納者の住居などで財産を発見するために行う強制捜査のことです。　

  納税相談はお早めに　　　
　病気・失業・災害などのやむを得ない特別な事情で納税することが困難な方は、早めに納税相談へお越しください。
　税務課では、市役所の通常業務時間内に来庁できない方のために、次のとおり納税・相談窓口を開設していま
すので、ご利用ください。
【納税・相談窓口】　＜夜間窓口＞　毎週火曜日 午後７時まで（祝日を除く）
　　　　　　　　　　＜休日窓口＞　毎週日曜日 午前８時30分～正午

年末特別納税相談窓口を開設します
　　毎週火曜日の夜間および日曜日の休日窓口以外にも、次のとおり税務課収納担当で臨時の窓口を開設します
　ので、ぜひご利用ください。
 【夜間窓口】12月13日(月)～17日(金) 午後５時15分～７時
 【年末窓口】12月29日(水) 午前８時30分～正午

▶問い合わせ　同課収納担当（内線236・237）

対　　　　象 件　数

不　動　産 固定資産 ２７件

給　　　　与 ２件

債　　　権

預貯金 １６２件

所得税還付金 ３０件

年　金 １６件

捜　　　　索 １件

納税通知書発送　納期限前１０日までに納税者に送付
　↓
納　期　市税を納付いただく期間（条例で定める日）
　↓<納付がない場合>
督促状の送付
　↓<納付がない場合>
催　告（納税指導）文書・電話・訪問などによる催告
　↓<納付がない場合>
滞納処分（給与、預貯金などの差押え・捜索など）　



10

１．政治家の寄附の禁止
　政治家（現職の議員・長や、立候補の意思がある人）が選挙区内の人や団体にお金や物を贈ること（寄附）は、次の
場合を除いて罰則をもって禁止されています。
【禁止されない寄附】　
　①政党その他の政治団体またはその支部に対してする場合
　②当該政治家の親族に対してする場合
　③政治教育集会の参加者に必要最小限度の実費を補償する場合（ただし、食事や食事料の提供は禁止され、処罰の
　　対象となります）
　なお、政治家以外の人（家族や秘書など）が政治家名義の寄附をすることも罰則をもって禁止されています。

２．政治家に対する寄附の要求の禁止
　有権者が政治家に対して、寄附を出すように勧誘や要求することは、禁止されています。

３．政治家が関係する会社などの寄附の禁止
　政治家が役職員または構成員である会社や団体が、選挙区内にある者に対して、政治家の氏名を表示したり、氏
名が類推されたりするような方法で寄附をすることは、できません（政党に対するものは除く）。

４．後援団体の寄附の禁止
　後援団体（いわゆる後援会）も、選挙区内の人や団体に寄附をすることは、次の場合を除いて罰則をもって禁止さ
れています。
【禁止されない寄附】　
　①政党その他の政治団体またはその支部に対してする場合
　②当該政治家に対してする場合
　③設立目的により行う行事または事業に関してする場合（ただし、③のうち花輪、香典、祝儀などを出したり、
　　選挙前の一定期間内に行われたりするものは罰則をもって禁止されています)
　※選挙前の一定期間
　　任期満了による選挙……任期満了の日前90日に当たる日から選挙期日までの間
　　任期満了以外の選挙……解散の日の翌日または選挙事由発生の告示の日の翌日から選挙期日までの間

５．あいさつ状の禁止
　政治家は、選挙区内の人や団体に対し、答礼のための自筆によるものを除き、年賀状、暑中見舞状などの時候の
あいさつ状（電報なども含む）を出すことは禁止されています。

６．有料広告の禁止
　政治家や後援団体が、選挙区内の人や団体に対し、あいさつを目的とする有料広告（いわゆる名刺広告）を新聞、
雑誌、テレビ、ラジオなどに出すことは、罰則をもって禁止されています。
　なお、政治家や後援団体に対し、あいさつを目的とする有料広告を求めることも禁止されています。
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【
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育
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合
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４
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２
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ま
れ
た
方
で
、
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
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１
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16
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㈰
午
前
８
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け
付
け
は
午
前
８
時
か
ら
）

▼
試
験
会
場　

行
田
市
役
所
（
予
定
）

▼
申
し
込
み　

12
月
20
日
㈪
～
27
日
㈪
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
に
人
事
課
へ
持
参

※
試
験
案
内
・
申
込
書
は
12
月
１
日
㈬
か
ら

同
課
で
配
布

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
人
事
給
与
担
当
（
内
線

２
０
８
）
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市
職
員
採
用
試
験

　
（
第
２
次
募
集
）を
実
施
し
ま
す

　【要　件】（すべてに該当する必要があります）
　 　①本市に住所を有する方
　 　②平成3年4月1日までに生まれた方
　 　③耕作面積が10アール以上の耕作を営む方、同居の親族、もしくはその配偶者の方
　 　④耕作従事日数が年間おおむね60日以上の方

農業委員会委員の選挙人名簿登載申請をお忘れなく農業委員会委員の選挙人名簿登載申請をお忘れなく

【選挙人名簿に登載されるまで】

選
挙
管
理
委
員
会

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿

農

業

委

員

会

登載完了12月下旬 提　出
選挙管理
委員会へ

郵送
1月1日現在
の状況で記入

申請書を
調査

　農業委員会委員の選挙人名簿への登載は、選挙権を有する方からの申請が必要となり、毎
年1月1日がその基準日となります。市内の農家の皆さんへは12月下旬に「農業委員会委員
選挙人名簿登載申請書」を郵送しますので、期限までに申請してください。
　作成された選挙人名簿は、その年の4月から1年間使用することとなり、平成23年７月に
行われる農業委員会委員選挙では、今回作成する名簿を使用します。選挙権があっても、選
挙人名簿に登載されていないと投票することができませんので、ご注意ください。
　なお、選挙権があるのに登載申請書用紙が届かないなど、不明な点がある場合は問い合わ
せください。

▶問い合わせ　選挙管理委員会（内線219）または農業委員会事務局（内線391）

農業委員会委員の選挙人名簿登載申請をお忘れなく農業委員会委員の選挙人名簿登載申請をお忘れなく

【選挙人名簿に登載されるまで】

選
挙
管
理
委
員
会

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
登
載
申
請
書

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿

農

業

委

員

会

登載完了12月下旬 提　出
選挙管理
委員会へ

郵送
1月1日現在
の状況で記入

申請書を
調査
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部門 区　　分 スタート時間 参加料

ハーフ

男子39歳以下の部（高校生含む）

午前9時30分

3,000円
高校生

1,500円

男子40歳代の部　

男子50歳代の部　

男子60歳以上の部　

女子39歳以下の部（高校生含む）

女子40歳以上の部　

10km

高校生男子の部

午前9時10分

男子39歳以下の部

男子40歳代の部

男子50歳代の部

男子60歳以上の部

女子39歳以下の部（高校生含む）

女子40歳代の部　

女子50歳以上の部　

 5km

男子39歳以下の部（中・高校生含む）

午前10時10分
3,000円
中・高校生
1,500円

男子40歳以上の部

女子39歳以下の部（中・高校生含む）

女子40歳以上の部　

3.4km 中学生の部 午前10時 500円

 1km

小学6年生男子の部

午前8時50分

400円

小学5年生男子の部

小学4年生男子の部

小学6年生女子の部

午前9時
小学5年生女子の部

小学4年生女子の部

ジョギング

（　　　 ）

▶日　　時　４月 3 日（日）雨天決行　
　　　　　　午前７時～８時30分受け付け　
　　　　　　午前８時10分開会式
▶場　　所　古代蓮の里からさきたま古墳公園を含む周回コース

※区分は大会日を基準とし、小・中・高校生はそれぞれ進級学年とする。
　（例）小学6年生で卒業式を終えた生徒は中学１年生とする。

（　　　 ）

▶制限時間　ハーフの部は2時間30分、10㎞の部は1時間30分、
5㎞の部は40分（いずれもゴール地点）※ハーフの部は、9㎞地
点（スタートから1時間5分）、16㎞地点（スタートから１時間
55分）で通過制限時間を設定します。制限時間後は交通規制を
解除するためレースの継続はできません。

▶表　　彰　各部門1位
～10位に賞状、賞品

  （ジョギングの部を除く）
　※完走者には、完走記

　録証を即日発行
▶申込方法
 【持参】所定の用紙に

記入のうえ、参加料を
添えてスポーツ振興課
へ申し込みください。

 【 振 替 払 込 】 所 定 の
「払込取扱票」をすべ
て記入のうえ、最寄り
のゆうちょ銀行・郵便
局で参加料を添えて申
し込みください。

 （必ず１人１枚使用の
こと）※振込手数料として120円(ATMの場合は80円)が掛か
ります。

 【インターネット】次のホームページで申し込みできます。参加
料はコンビニエンスストア（セブンイレブン、ファミリーマー
ト、ローソン、ミニストップ、デイリーヤマザキ、サークルＫ
サンクス、セイコーマート）もしくはクレジットカードでの支
払いとなります。

　スポーツエントリーに関する問い合わせ
　　☎0985－35－8665 
　　http://www.sportsentry.ne.jp

▶申込期間　12月1日（水）～平成23年2月21日（月）※当日消印有効
▶注意事項　・大会当日の参加申し込みはできません。
　　　　　　・参加申し込み者へ３月下旬に参加通知のはがきを郵

　送しますので、当日必ず持参し、受け付けの際にナ
　ンバーカードと引き換えてください。受け付けをし
　ないと、大会に参加することができません。

　　　　　　・駐車場はコース内となりますので、午前8時30分
　以降の入場はできません。

▶主　　催　行田市体育協会
▶共　　催　行田市、行田市教育委員会、㈶行田市産業・文化・ス

ポーツいきいき財団
▶問い合わせ　スポーツ振興課振興担当 ☎556－8336

第27回行田市鉄剣マラソン大会の参加者を募集します第27回行田市鉄剣マラソン大会の参加者を募集します第27回行田市鉄剣マラソン大会の参加者を募集します
　古代蓮の里を会場に、埼玉古墳群を走り抜けるコースで
開催します。また、ゲストランナーに千葉真子さんをお迎
えするほか、さまざまな企画を用意しています。

　

11
月
14
日
、
平
成
22
年
度
「
県
民
の
日
」

記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
統
計
調
査
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野
）
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づ
く
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事
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彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
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範
と
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や
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す
。

▼
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わ
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企
画
政
策
課
統
計
担
当

 

（
内
線
３
１
０
）

　

平
成
22
年
工
業
統
計
調
査
を
、
12
月
31
日

を
調
査
期
日
と
し
て
行
い
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
12
月
か
ら

平
成
23
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員
が
伺
い
ま

す
。
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容

に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
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企
画
政
策
課
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計
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（
内
線
３
１
０
）
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が
埼
玉
県
知
事
表
彰
を
受
賞

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ　

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

柳瀬リン子 さん
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平成２1年度 情報公開および個人情報保護制度の運用状況

▶問い合わせ　総務課文書管理担当（内線 218）

　本市では、市民の市政参加を促進し、市政に対する市民の理解と信頼を深め、公正で開かれた市政を目指
すことを目的とした「情報公開制度」を実施しています。また、個人に関する情報を適正に取り扱うととも
に、自己に関する個人情報の開示や訂正などを求める手続きを定め、個人の権利利益の保護を図る「個人情
報保護制度」も実施しています。
　平成21年度における両制度の運用状況について、次のとおり公表します。

◎情報公開制度の実施状況　
　平成21年度の情報公開の受付件数は16件でした。内訳は「請求」が３件、「申出」が13件です（表１参
照）。また、請求（申出）の処理状況は、全部開示８件、部分開示５件、非開示３件でした（表３参照）。

●表１　　　　　　　　　　　　　　　　     ●表２
「情報公開請求・申出の実施機関別件数」　　　 「請求（申出）者の区分別件数」

実 施 機 関 請求 申出 合計

市 長 2 8 １0

教 育 委 員 会 0 5 5

選挙管理委員会 ０ 0 0

公 平 委 員 会 ０ ０ ０

監 査 委 員 ０ ０ ０

農 業 委 員 会 ０ ０ ０

固 定 資 産 評 価
審 査 委 員 会 ０ ０ ０

議 会 1 0 1

合 計 3 13 16

請求＝情報公開制度実施（平成11年４月１
日）以降に作成または取得した情報に
ついて請求権のある方（市民など）が行
う開示の求め

申出＝平成11年３月31日以前に作成または
取得した情報について開示の求め、ま
たは請求権のない方（市外の人など）
からの開示の求め

請求（申出）者の区分 件数

市内に住所がある方 3

市内に事務所や事業所を持っている個人や法人、その他の団体 ０

市内の事務所や事業所に勤務している方 ０

市内の学校に在学している方 ０

実施機関が行う事務事業に利害関係がある方 ０

請求権者以外の方 13

合　　　　　計 16

●表３「情報公開請求（申出）の処理状況」

区　分 受付件数
処理状況

全部開示 部分開示 非開示 取り下げ 未処理

請　求   3   0   1 2 0 0

申　出 13   8   4 1 0 0

合　計 16   8   5 3 0 0

◎個人情報保護制度の実施状況　
　各実施機関の事務事業の執行に際し届け出された個人情報取扱業務
の件数は、平成21年度末現在で５９０件となっています（表４参照）。
また、開示・訂正などの請求件数は３件でした（表５参照）。
　なお、個人情報取扱業務の概要は市政情報コーナーでご覧になれま
す。

●表４「個人情報取扱業務の届出件数」

実 施 機 関 届出件数

市 長 ４３１

教 育 委 員 会 １１８

選 挙 管 理 委 員 会 　１４

公 平 委 員 会 　　１

監 査 委 員 　　１

農 業 委 員 会 　１６

固 定 資 産 評 価
審 査 委 員 会 　　１

議 会 　　８

合 計 ５９０

●表５「個人情報（自己情報）の開示請求・受付処理件数」

実施機関 受付件数
処理状況

全部開示 部分開示 非開示 取り下げ 未処理

市　　長 2 2 0 0 0 0

教育委員会 １ 1 0 0 0 0

そ の 他 ０ ０ 0 0 0 0

合　　計 3 3 0 0 0 0
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電子計算機器の入れ替えを行うため、平成23年1月9日の日曜開庁は休みます。自動交付機についても、1月
8日 ( 土 ) から 10日 ( 月 ) まで停止します。

１月８日(土) 9日(日) 10日(月) 11日(火) 12日(水) 13日(木) 14日(金)

市 役 所 閉庁 閉庁 閉庁 通常業務

自 動 交 付 機 停止 停止 停止 作動

▶問い合わせ　広報広聴課情報担当（内線322）

農産物生産者が学校給食センターを見学

市では、地元で作られた農産物を地元で消費する
「地産地消」運動を推進しています。その運動の一つ
として、地元の農家の皆さんが生産した農産物を平
成18年度から学校給食に使用しています。
11月 17日には、生産農家の皆さんが初めて学

校給食センター「ひまわり」を訪れ、見学した後、
給食を試食しました。
自分たちの作った野菜が、厳しい検品を経た後、

徹底した衛生管理のもと調理され給食となる様子に、
生産農家の皆さんは、「おいしくて安全な野菜や米を
作って、子供たちに食べてもらいたい」と口をそろえ、
意気込みを新たにしていました。
市では、今年の夏の猛暑により熱害を受けた行田

産「彩のかがやき」を100％学校給食で使用するこ
とを県内で最も早く決定し、11月 5日から使用を
始めています。地元の安
全でおいしい農産物を消
費者や未来の行田を担う
子供たちに届けるため、
さらに「地産地消」運動
を推進していきます。
▶問い合わせ　農政課農
　政担当（内線386）

行田市シルバー人材センターは、市民の皆さんの
お役に立ちたいと考えています。仕事を依頼したい
方は、どのようなことでもお気軽にご相談くださ
い。
【仕事例】
植木の剪

せんてい

定、ふすま ･ 障子 ･ 網戸の張り替え、除
草作業、簡単な大工仕事、塗装、毛筆筆耕、留守中
の犬の世話、植木の散水作業、屋内外の掃除、刃物
研ぎなど。
新規会員を募集しています
60歳以上で健康で働く意欲がある方ならどなた
でも入会可能。毎月第３木曜日の午前10時から入
会説明会を行っています。
▶問い合わせ　同センター☎556―5221

住民基本台帳ネットワークシステムのメンテナン
スによりシステムが停止しますので、次の手続きが
利用できません。
▶停止期間　平成23年１月11日（火）～14日（金）
▶利用できないもの
◦住民基本台帳カードの発行
◦電子証明書の発行・更新
◦広域交付住民票の交付
▶問い合わせ　市民課市民担当（内線242）

システムのメンテナンスにより
一部手続きが利用できなくなります

ご利用ください　シルバー人材センター

日曜開庁を休みます
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市役所・南河原支所
12月２９日（水）～１月３日（月）
※1月２日の日曜開庁は休業となりますのでご注意ください。

▶問い合わせ　企画政策課企画担当（内線309・
　　　　　　　311）
　　　　　　　南河原支所 ☎557－0001

総合福祉会館「やすらぎの里」
社 会 福 祉 協 議 会 12 月２９日（水）～１月３日（月）
総 合 福 祉 会 館 貸 館 12 月２９日（水）～１月３日（月）
機 能 回 復 訓 練（ 訓 練 室 ） 12 月２９日（水）～１月３日（月）
機 能 回 復 訓 練（ プ ー ル ） 12 月２６日（日）～１月７日（金）

▶問い合わせ　行田市社会福祉協議会 ☎557－
　　　　　　　5400

福祉関係の施設
老人福祉センター「大堰永寿荘」 12 月27 日（月）～ 1 月4 日（火）
老人福祉センター「南河原荘」 12 月27 日（月）～ 1 月4 日（火）
障 害 者 福 祉 セ ン タ ー 12 月29 日（水）～ 1 月3 日（月）
児 童 セ ン タ ー 12 月28 日（火）～ 1 月5 日（水）
学 童 保 育 室 12 月28 日（火）～ 1 月4 日（火）

▶問い合わせ　老人福祉センター「大堰永寿荘」
　　　　　　　☎557－2486
　　　　　　　老人福祉センター「南河原荘」
　　　　　　　☎557－2105
　　　　　　　障害者福祉センター ☎553－2181
　　　　　　　児童センター ☎554－5706
　　　　　　　学童保育室は子育て支援課へ（内線
　　　　　　　262）

市役所および関連施設の年末年始の休業・休館

教育関係の施設
中 央 公 民 館 12 月29 日（水）～ 1 月3 日（月）
図 書 館 12 月27 日（月）～ 1 月4 日（火）
教 育 研 修 セ ン タ ー 12 月29 日（水）～ 1 月3 日（月）

郷 土 博 物 館 12 月 6 日（月）～ 1 月 4 日（火）
※工事のための臨時休館含む

地 域 公 民 館 12 月29 日（水）～ 1 月3 日（月）

▶問い合わせ　中央公民館 ☎556－2649
　　　　　　　図書館 ☎556－4227
　　　　　　　教育研修センター ☎556－6458
　　　　　　　郷土博物館 ☎554－5911

スポーツ関係の施設
総 合 体 育 館
総 合 公 園

（野球場、庭球場、弓道場）
富 士 見 公 園

（ 野 球 場、 庭 球 場 ）
門 井 球 場

12 月29 日（水）～ 1 月3 日（月）

市 民 プ ー ル 12 月24 日（金）～ 1 月7 日（金）

市 民 プ ー ル 会 議 室

12 月25 日（土）～ 1 月3 日（月）
※ 12 月 24 日（金）および 1 月
4 日（火）～ 7 日（金）の利用時間
は午後５時まで

▶問い合わせ　グリーンアリーナ ☎553ー3377
　　　　　　　市民プール ☎555ー2455

商工観光関係の施設
商 工 セ ン タ ー 12 月29 日（水）～ 1 月3 日（月）

勤 労 会 館 12 月29 日（水）～ 1 月3 日（月）
※ 1 月 4 日（火）は休館日

観 光 案 内 所 12 月29 日（水）～ 1 月3 日（月）

▶問い合わせ　商工観光課（内線382・383）

コミュニティー関係の施設
コミュニティセンターみずしろ

12 月29 日（水）～ 1 月3 日（月）
コミュニティセンター南河原
婦 人 ホ ー ム
V I V A ぎ ょ う だ

▶問い合わせ　生活課（内線251）

その他の施設
産 業 文 化 会 館 12 月29 日（水）～ 1 月3 日（月）
は に わ の 館 12 月27 日（月）～ 1 月5 日（水）

古 代 蓮 会 館

12 月 27 日（月）～ 31 日（金）
1 月 2 日（日）～ 5 日（水）
※古代蓮会館は 1 月 1 日（土）午
前 6 時から 9 時まで開館

（入館受付は午前8時30分まで）
古 代 蓮 の 里
売 店 ・ う ど ん 店 12 月27 日（月）～ 1 月5 日（水）

シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 12 月29 日（水）～ 1 月3 日（月）

▶問い合わせ　産業文化会館 ☎556－6371
　　　　　　　はにわの館 ☎55９－4599
　　　　　　　古代蓮会館 ☎559－0770
　　　　　　　(社)行田市シルバー人材センター
　　　　　　　☎556－5221

斎場
休 業 期 間 1 月 1 日（土）・2 日（日）

▶問い合わせ　市民課（内線 243）

市内循環バス
運 休 期 間 12 月29 日（水）～ 1 月3 日（月）

▶問い合わせ　生活課（内線 251）

水道業務
休 業 期 間 12 月29 日（水）～ 1 月3 日（月）

▶問い合わせ　水道課 ☎553－0131

環境課関係の業務

可 燃 ご み
12 月30 日（木）～ 1 月3 日（月）
※ 12 月 29 日（水）は全地区臨
時収集します

不 燃 ご み

12 月 29 日（水）～ 1 月 3 日（月）
※木曜日に収集している地区は 12
月 28 日（火）に臨時収集します。
※水・金曜日に収集している地区
は 12 月 29 日（水）に臨時収集し
ます。

粗 大 ご み・ 有 害
ご み・ 資 源 物 12 月29 日（水）～ 1 月3 日（月）

※ごみ収集日は地区により異なりますのでご注意ください。

▶問い合わせ　環境課 ☎556－9530
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こ
の
た
び
、
11
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国

社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、
行
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
が
平
成
22
年
度
優
良
活
動
団
体
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
協
議
会
が
、
高
齢
者
な
ど
を
対

象
に
地
域
福
祉
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
「
い
き
い
き
・
元
気
サ
ポ
ー
ト
制

度
」
や
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
、
「
ふ
れ
あ
い
見

守
り
活
動
」
な
ど
、
民
生
児
童
委
員
や
自
治
会

を
中
心
と
し
た
住
民
に
よ
る
積
極
的
な
支
え
合

い
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

同
協
議
会
☎
５
５
７―

５
４  

　

０
０

　

所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
障
害
者
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
身
体
障
害
、
精
神
障
害
、
知

的
障
害
な
ど
に
よ
り
各
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
な
く
て
も
、
申
請
に
基
づ
い

て
市
が
発
行
す
る
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書
」
に
よ
り
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
で
あ
る
と
確

認
で
き
た
方

○
65
歳
以
上
で
、
身
体
障
害
者
お
よ
び
知
的

障
害
者
な
ど
に
準
ず
る
状
態

○
６
カ
月
以
上
ね
た
き
り
で
、
食
事
、排
せ

つ
な
ど
の
日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
状
態

▼
問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
福
祉
課
介
護
認
定
担

当
（
内
線
２
６
９
）
ま
た
は
福
祉
課
障
害
福

祉
担
当
（
内
線
２
６
５
）

　

本
市
で
は
、
火
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
緊
急

に
住
宅
を
必
要
と
す
る
方
（
世
帯
主
）
へ
、
民

間
賃
貸
住
宅
を
あ
っ
せ
ん
す
る
と
と
も
に
、
家

賃
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象　

・
火
災
の
原
因
が
そ
の
世
帯
に
属
す
る
方
の

故
意
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と　

・
火
災
発
生
時
に
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い

た
こ
と

・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

・
そ
の
世
帯
に
属
す
る
方
全
員
が
市
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と

▼
補
助
限
度
額　

月
額
４
万
１
千
５
０
０
円

（
敷
金
お
よ
び
礼
金
な
ど
を
除
く
）

※
た
だ
し
、
月
の
途
中
で
賃
貸
借
契
約
を
締

結
お
よ
び
解
約
し
、
家
賃
額
が
日
割
り
計

算
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
の
額
と
補
助
限
度

額
を
同
じ
日
数
で
日
割
り
計
算
し
た
額
の

い
ず
れ
か
低
い
額
と
し
ま
す
。

▼
補
助
金
交
付
期
間　

賃
貸
借
契
約
を
締
結
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
３
カ
月
以
内　

▼
そ
の
他　

申
し
込
み
の
提
出
書
類
な
ど
詳
細

に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

建
築
課
住
宅
管
理
担
当
（
内

線
３
３
８
）

行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
が

    
優
良
活
動
団
体
と
し
て
表
彰

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

　
　
　
　
　
　

を
発
行
し
ま
す

火
災
に
遭
わ
れ
た
方
へ　

貸
家
な
ど
の
家
賃
を
補
助
し
ま
す

認知症サポーター養成講座の
受講者を募集します

 「認知症サポーター」は、認知症について正し
く理解し、認知症の方やその家族を見守り支援す
る応援者です（認知症の方の介護などに従事して
もらうわけではありません）。
　この応援者をひとりでも増やし、認知症になっ
ても安心して暮らせるまちづくりを目的とした認
知症サポーター養成講座を開催します。次の日程
で都合の良い日に受講してください。

日　　時 場　　所 担　当　包　括

 平成23年１月20日（木）
午後１時30分 星宮公民館 　地域包括支援

　センターまきば園

  平成23年２月１日（火）
午後２時 太井公民館 　地域包括支援

　センター壮幸会

※受け付けは開始時間の30分前から、受講時間は約１時間30分

▶対　　象　認知症や高齢者の介護に関心のある方
▶申し込み　高齢者福祉課、各地域包括支援セン
　　　　　　ターおよび各講座開催場所にある申
　　　　　　込用紙に必要事項を記入のうえ、開

催日の１週間前までに申し込みくだ
　　　　　　さい。
▶問い合わせ　高齢者福祉課高齢福祉担当（内線278）
　　　　　　地域包括支援センターまきば園　
　　　　　　☎550－1777
　　　　　　地域包括支援センター壮幸会　　
　　　　　　☎552－1123

社会保険料 ( 国民年金保険料 )
控除証明書は大切に保管を

　１月１日～12月31日に納付した国民年金保険
料は、所得税および住民税の申告において全額が
社会保険料控除の対象となります。この社会保険
料控除を受けるためには、支払ったことを証明す
る書類の添付が義務付けられています。
　このため、１月１日～９月30日の間に国民年
金保険料を納付した方については、「社会保険料
（国民年金保険料）控除証明書」が10月下旬か
ら11月上旬に日本年金機構から送付されていま
すので、年末調整や確定申告の際には必ずこの証
明書（または領収書）を添付してください。また、
10月1日～12月31日の間に国民年金保険料を
納付した方については、平成23年１月下旬に送
付されます。なお、家族の国民年金保険料を納付
した場合も、本人の社会保険料控除に加えること
ができますので、家族あてに送られた控除証明書
を添付のうえ申告をしてください。

▶問い合わせ　熊谷年金事務所☎522―5158
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10
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
第
３
回
行
田
市
Ｂ
級
グ
ル
メ
大
会

に
お
い
て
、
埼
玉
中
学
校
の
生
徒
お
よ
び
教
職
員
、
父
母
ら
が

一
丸
と
な
っ
て
会
場
内
の
清
掃
や
来
場
者
へ
の
案
内
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
、
11
月
８
日
、

市
か
ら
同
校
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

８
万
人
を
超
え
る
来
場
者
の
交
通
整
理
を
し
た
生
徒
た
ち
は
、

出
展
者
か
ら
お
礼
の
手
紙
を
も
ら
っ
た
り
、
温
か
い
言
葉
を
掛

け
ら
れ
た
り
し
た
そ
う
で
す
。
感
謝
状
を
手
渡
し
た
丸
山
教
育

長
か
ら
「
ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
い
る
皆
さ

ん
を
誇
り
に
思
い
ま
す
」
と
の
感
謝
の
言
葉
を
聞
い
た
生
徒
た

ち
は
、
次
に
行
わ
れ
る
関
東
Ｂ―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
（
愛
Ｂ
リ
ー

グ
主
催
）
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
よ
う
と
い
う
盛

り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
室（
内
線
３
７
８
）

埼
玉
中
学
校
へ
感
謝
状
を
贈
呈

　12月３日から９日は、「障害者週間」です。これは、障害のある方自身の自立と社会参加への意欲、国民の
障害者福祉に対する理解と認識をより一層高めることを目的としたもので、平成16年６月に障害者基本法で定
められました。
　障害者の自立と社会参加を実現していくためには、市民の皆さんの理解と協力が重要です。市民一人ひとり
がこの機会に障害者福祉について考え、障害者に対する理解と認識を高めましょう。

  障害者通所施設を知っていますか

　障害者通所施設は、障害者の方の経済的自立や就労支援を目的
として、障害者の方による授産品の製造・製作、販売などを行っ
ている施設です。市内の障害者通所施設においても、次のような
取り組みが行われています。

施設名
運営主体 住所 電話 授産品

見沼園
(福)聖徳会 荒木1735 557-2873 クリーニング作業

ウエス製作

かがやき共同作業所
(福)かがやきの会 野1368-1 559-1034 菓子パン・クッキー製造、リサイク

ル作業、ビーズアクセサリーの製作

麦の穂
(福)健翔会 小見1141-1 554-8815 無農薬野菜の生産

ポプリ、ちぎり絵などの製作

行田のぞみ園
(特非)行田のぞみ園 緑町13-31 553-3102 クッキー・パウンドケーキ

の製造

こころ
(特非)CILひこうせん

南河原
2676-1 557-1706 喫茶店運営、アートやク

ラフト作品などの製作

レイズアップ
(福)福潤の会 前谷504-1 594-6113 パソコン検定、ホームヘルパー

２級その他各種資格取得

夢知無恥
(特非) サイシップ 斎条870 557-5888 ゼリーフライ・いなりずし・

餃子・いちごジャムなどの製造

行田市障害者福祉センター
行田市 栄町20-39 553-2181 無農薬野菜の生産

内職作業

ピア・ハウス・なごみ
ピアハウスなごみ運営委員会 行田3-2 554-1235 クリーニング取次店運営

  障害者施設と産業団地の連携

　埼玉県では、障害者施設と産業団地との連
携を図り、施設製品の販路拡大や障害者雇用
の拡大のためのバックアップを行っています。

▶問い合わせ　福祉課障害福祉担当（内線265）

産業団地
行田富士見工業団地、行田長野工業団地、
行田みなみ産業団地、川里工業団地、

羽生小松台工業団地、羽生下川崎産業団地など

施　設

連　

携

・施設製品の販路
拡大

・共同受注による
業務請負

・障害者の雇用拡大

　  埼玉県の
  バックアップ

・産業団地内の企
・業へのダイレク　
・トメール送付

・県ホームページ
・への掲載など

産業団地
行田富士見工業団地、行田長野工業団地、
行田みなみ産業団地、川里工業団地、

羽生小松台工業団地、羽生下川崎産業団地など

施　設

連　

携

・施設製品の販路
拡大

・共同受注による
業務請負

・障害者の雇用拡大

　  埼玉県の
  バックアップ

・産業団地内の企
・業へのダイレク　
・トメール送付

・県ホームページ
・への掲載など
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安
心
・
安
全
な
行
田
を
担
う
消
防
職
団
員
が
一
堂
に
会
し
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
一
年
の
安
全
を
願
い
、
防
火
防
災
思
想
の

普
及
と
消
防
職
団
員
の
結
束
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
行
田

市
消
防
出
初
式
」
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時　

平
成
23
年
１
月
８
日
㈯

▼
場
所
・
内
容

【
産
業
文
化
会
館
前
・
市
役
所
玄
関
前
】

開
会
式
、
消
防
職
団
員
に
よ
る
各
種
訓
練

【
水
城
公
園
】

消
防
車
お
よ
び
防
災
ヘ
リ
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式

第28回藍のまち羽生さわやかマラソン大会の参加者募集
▶日　　時　平成23年3月13日（日）午前9時30分よ
　り時差スタート※雨天決行
▶場　　所　羽生中央公園陸上競技場および市内コース
▶種目・定員　【ハーフ】2,000人　【10㎞】1,000人　【5㎞】
　500人（先着順）※中学・高校生はハーフの部への参加
　はできません。
▶参 加 費　一般3,000円、高校生1,500円、中学生
　1,000円
▶申し込み　【郵便振替】12月30日（木）※当日消印有効
　【インターネット・市体育館窓口】平成23年1月31日（月）
　※詳しくは、羽生市ホームページをご覧になるか、大会
　事務局へ問い合わせください。
▶問い合わせ　同大会事務局（羽生市体育館内）☎563―0150

不動ヶ岡不動尊總願寺節分会の鬼追い豆まき式
▶期　　日　平成23年2月3日（木）※鬼追い豆まき式は
　正午、午後４時、午後8時30分の3回
▶場　　所　不動ヶ岡不動尊總願寺（加須市不動岡2―9―18）
▶内　　容　赤鬼が振りまくたいまつの火の粉を浴びると、
　厄除けになるといわれ、無病息災・家内安全・商売繁盛
　などを祈願する大勢の参拝客でにぎわいます。
▶問い合わせ　加須市商業観光課☎0480―62―1111（内線２７６）

防犯寺子屋を開設します

行田警察署と行田市防犯協会では、犯罪を起こ
させにくい行田市を目指し「防犯あるところに犯
罪なし」をスローガンに、「防犯寺子屋」を開設し
ます。寺子屋で防犯を勉強しませんか。

回 日　時 内　容

１ 平成23年1月29日（土）
午前10時～11時20分

開所式
行田市の犯罪実態と防犯の必
要性について

２ 平成23年2月26日（土）
午前10時～11時20分

少年非行の現状と健全育成に
ついて

３ 平成23年3月26日（土）
午前10時～11時20分

空き巣など侵入窃盗の現状と
被害防止対策について

４ 平成23年4月23日（土）
午前10時～11時20分

街頭犯罪および痴漢などの実
態と被害防止対策について

５ 平成23年5月21日（土）
午前10時～11時20分

振り込め詐欺の実態と被害防
止対策について

６ 平成23年6月25日（土）
午前10時～11時50分

修了講座「警察署長講話」
修了式

▶場　所　行田警察署1階会議室
▶対　象　市内在住の方
▶定　員　30人 ( 先着順 )
▶主　催　行田警察署、行田市防犯協会
▶参加費　無料
▶その他　修了者には修了証書と記念品を授与
▶申し込み・問い合わせ　12 月 15 日( 水 )まで
　に直接または電話で行田警察署生活安全課
　☎553－ 0110

行田
市役所

みずしろ

商工センター

水城公園

国道1
25号

至加須

至熊谷

通行止め時間帯
　　 午前11時50分～午後2時50分
　　 午後2時15分～3時15分

通行止め時間帯
　　 午前11時50分～午後2時50分
　　 午後2時15分～3時15分

加  須  市

羽  生  市
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暖房などによりエネルギー使用量が増える冬。市や県で
は今年も温暖化対策キャンペーンを実施しています。地球
温暖化を食い止めるには、皆さんの取り組みが重要な鍵を
握っています。温暖化対策は一人ひとりが主役です。身の
回りのできることから、温暖化対策に取り組みましょう。
冬のライフスタイル

カーディガンやベストなどを重ね着するなど、暖かく過
ごす工夫をして、暖房温度を適温（20℃以下）に設定しましょ
う。
エコライフDAY
「この日は、一日環境によいことをしよう」と決めて、エ

コライフ DAY に挑戦してみませんか。省エネ・省資源な
ど環境に配慮した生活の成果をチェックシートに記入する
と、あなたが削減できた二酸化炭素量が計算できます。
《エコライフＤＡＹに参加しませんか》

市では、自治会、団体、企業単位で「エコライフ DAY」
に参加を希望する方を募集しています。参加者にはチェッ
クシートを配布しますので、平成 23 年１月中の一日を「エ
コライフ DAY」として決めていただき、チェックシート
に記入してください。回収していただいたチェックシート
は市で集計を行います。なお、県温暖化対策課ホームペー
ジ（http://www.pref.saitama.lg.jp/page/ecolifeday.
html）からは個人単位で参加することができます。
▶対　　象　参加者３人以上の自治会、団体、企業など
▶申し込み・問い合わせ 12 月 28 日（火）までに電話で環
　境課環境政策担当☎ 556 ー 9530

冬の温暖化対策キャンペーン
最近、自転車や高齢者の交通事故が多くなっています。

これからの年末年始は、人や車の動きが慌ただしくなり、
また飲酒の機会が増えることによって交通事故の多発が懸
念されます。市民一人ひとりが交通ルールの厳守と正しい
交通マナーを実践することにより、交通事故をなくしましょ
う。
○夕暮れ早めのライト点灯運動の促進

午後４時にはライトを点灯しましょう。
自動車も自転車もライトオン。歩行者は

反射板などを身に着けましょう。
○ストップ・アンド・サーチ運動の促進

一時停止すべき場所では必ず止まり（ストップ）、安全で
あることを確かめましょう（サーチ )。
○歩行者・自転車の交通事故防止

道路は信号機や横断歩道のあるところ
を渡りましょう。

また、交差点では、必ず一時停止をし
て左右の安全をよく確かめましょう。
○飲酒運転の撲滅

家庭、職場、飲食店では、「しない、させない、許さない」
を合言葉に、一人ひとりが積極的に飲酒運転の撲滅に取り
組みましょう。

冬の交通事故防止運動実施中（12月14日まで）
年末年始特別警戒実施（12月15日～平成23年１月3日）

▶問い合わせ　行田警察署☎553ー0110

注意　交通事故が多発しています
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保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

子どもの健康
乳幼児健診
　名　　称　4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児歯

科健診、3歳児健診
　そ の 他　転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターへご連絡ください。

BCG予防接種
　①受付日時　12月16日（木）午後1時30分～2時20分
　　対　　象　平成22年9月1日～15日生まれのお子さん
　②受付日時　平成23年1月12日（水）午後1時30分～

　2時20分
　　対　　象　平成22年9月16日～30日生まれのお子さん
　①②とも対象児以外でまだ受けていないお子さん（6カ
　月未満）は、この機会に受けてください。

乳幼児相談（要申し込み）　
　受付日時　平成23年1月11日（火）午前9時30分～
　　　　　　11時30分
　対　　象　小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
　受付日時　平成23年1月11日（火）午前10時15分～

10時30分
　対　　象　平成22年7月15日～8月14日生まれのお子

さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

おとなの健康
健康相談（申し込み不要）
　日　　時　平成23年1月14日（金）午前10時～11時
　対　　象　健康に関する相談をしたい方

糖尿病健康相談（要申し込み）
　日　　時　平成23年1月14日（金）午前10時～11時
　対　　象　糖尿病について心配のある方

禁煙教室（要申し込み）
　日　　時　平成23年1月14日（金）午前10時～11時
　対　　象　たばこをやめたい方

こころの相談（要申し込み）
　日　　時　12月16日（木）
　　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします 
　対　　象　いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが

乱れている、自分の性格や人間関係に悩ん
でいる、飲酒量が多くやめられないなど、
こころに悩みのある方　

　そ の 他　随時、電話での相談もお受けします。

※いずれも場所は保健センター

高齢者のインフルエンザ予防接種
市外の医療機関で接種の場合

　高齢者インフルエンザ予防接種を、市外の医療機関
で接種する予定の方は、必ず12月25日（土）までに接
種してください。
　12月26日（日）以降に接種する場合は、市内指定医
療機関での接種をお願いします。

  休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時
＊医療機関が変更されることがありますので、事前に

問い合わせください。
 ・行田中央総合病院　  ☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院  ☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知
りたいとき

 ・行田市消防署　☎556－2090
 ・埼玉県救急医療情報センター ☎048－824－4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュする

と相談窓口につながります。（携帯電話可）
・相談時間 【月～土曜日】午後7時～11時 
　　　　　 【日曜日、祝日】午前9時～午後11時

期　日 医療機関名

12月19日（日） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

12月23日（木） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

12月26日（日） 行 田 中 央 総 合 病 院

  1月  9日（日） 行 田 中 央 総 合 病 院

  1月10日（月） 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

年末年始の在宅当番医（12月31日～1月3日）

期　日 医療機関名 電　話 診療科目

12月31日
（金）

  壮幸会行田総合病院　 552ー1111  内科、小児科、外科

  行田岡田医院 557ー2311  内科、外科

  さかつめ内科医院　 553ー5202  内科、小児科

  上杉歯科医院　 556ー5121  歯科

  1月1日
（土）

  壮幸会行田総合病院　 552ー1111  内科、小児科、外科

  石井クリニック　 555ー3519  整形外科

  加藤内科医院 556ー3253  内科　

  1月2日
（日）

  行田中央総合病院　 553ー2000  内科、小児科、外科

  行田外科医院　 556ー6125  内科、外科

  坂本眼科　 555ー2440  眼科

  江原歯科医院　 553ー3750  歯科

  1月3日
（月）

  壮幸会行田総合病院　 552ー1111  内科、小児科、外科

  細沼医院　 556ー3284  耳鼻咽喉科

  小林内科医院　 552ー0362  内科

  坂本歯科医院　 556ー3600  歯科

診療時間　午前10時～午後5時（ただし歯科は午前10時～正午まで）
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保 健 案 内
保健センター
長野2-3-17
TEL：553-0053
FAX：555-2551

ママ・パパ教室に参加しませんか
　「ママ・パパ教室」に参加して、妊娠・出産・育
児について学んだり、悩みを相談したり、友達をつ
くったりしませんか。

日　　時　平成23年１月５日(水)・20日(木)・25
日(火)、２月８日(火) 

　　　　　※4日間で1コース
場　　所　保健センター
対　　象　初めてお母さんになる方とその家族　
　　　　　※すでにお子さんのいる方でも、人数に

　余裕がある場合は参加できますので、
　問い合わせください。

内　　容　講義、マタニティー・ヨガ、調理実習、
　　　　　沐

もくよく

浴実習など
申し込み　保健センター

平成22年度 肺がん予防教室
～増えている肺がん  知ってしっかり予防しましょう～
　肺がんにかかる人は年々増加しています。原因は喫
煙や食生活などの生活習慣が大きく関わってきます。
肺がんの予防法について知り、自分の生活を見つめ直
すきっかけにしてみませんか。禁煙したい方もぜひ参
加してください。

　

子
供
た
ち
が
大
学
教
授
な
ど
に
よ
る
講
義
を

受
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
づ
く
り
に
挑
戦
し

「
大
き
く
な
っ
た
ら
タ
ワ
ー
を
造
り
た
い
」

「
家
族
で
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
っ
て
み
た

い
」
と
い
っ
た
夢
を
膨
ら
ま
せ
、
知
的
好
奇
心

を
大
い
に
満
足
さ
せ
た
「
子
ど
も
大
学
ぎ
ょ
う

だ
」
が
11
月
６
日
に
修
了
し
ま
し
た
。

　

修
了
証
書
と
と
も
に
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け

追
究
し
よ
う
と
す
る
資
質
を
身
に
付
け
た
“
学

生
”
た
ち
は
、
平
成
23
年
３
月
５
日
㈯
に
開
催

す
る
「
学
園
祭
～
こ
ど
も
の
ま
ち
『
ミ
ニ
ぎ
ょ

う
だ
』
～
」
の
運
営
に
携
わ
り
、
社
会
の
し
く

み
を
学
ぶ
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

ひ
と
つ
く
り
支
援
課
生
涯
学 

　

習
担
当
☎
５
５
６―

８
３
１
９

  

大
き
な
夢
つ
か
ん
だ

　

 

「
子
ど
も
大
学
ぎ
ょ
う
だ
」修了証書を受け取る子ども大学ぎょうだの“学生”

女性特有がん検診の
終了時期が近づいています

　女性特有がん検診（子宮頸がん・乳がん検診無料クー
ポン）の対象者へ、６月末に通知と無料クーポン券を
配布しました。有効期限は平成23年１月31日(月)です。
対象者で、まだ受診されていない方は早めに指定の医療
機関での受診をお勧めします。

乳がん検診　クーポン配布対象者
　 昭和44年4月2日～昭和45年4月1日生まれの方
　 昭和39年4月2日～昭和40年4月1日生まれの方
　 昭和34年4月2日～昭和35年4月1日生まれの方
　 昭和29年4月2日～昭和30年4月1日生まれの方
　 昭和24年4月2日～昭和25年4月1日生まれの方

子宮頸がん検診　クーポン配布対象者
　 平成元年4月2日～平成2年4月1日生まれの方　
　 昭和59年4月2日～昭和60年4月1日生まれの方
　 昭和54年4月2日～昭和55年4月1日生まれの方
　 昭和49年4月2日～昭和50年4月1日生まれの方
　 昭和44年4月2日～昭和45年4月1日生まれの方

場　　所　保健センター
定　　員　30人（先着順）
申し込み　12月15日（水）から直接または電話で同センター

日　　時 内　　容 講　　師

平成23年
1月24日(月) 
午後１時45分
～３時45分

・講話
 「肺がんを予防しよう」
・健康ミニ講話
 「たばこについて」

・川島治さん
 （行田中央総合
　 病院院長）
・保健師

平成23年
1月31日(月) 
午前9時45分
～11時45分

・講話
 「がん予防の生活習慣について」
・講話
 「がん予防の食事」

・保健師
・管理栄養士

２日間で１コース

健康講座⑨
食事の適量を知ろう

 「食事のバランスは取れているのか」「食事には気を付け
ているが、体重が減らない」など、食事について気になる
ことがありますか。１日の食事バランス、量が適切である
か確認してみましょう。

日　　時　平成23年１月18日（火）午前９時30分～11時
　　　　　30分
場　　所　保健センター
内　　容　管理栄養士による食事の話など
対　　象　食事に関心のある方
定　　員　30人（先着順）
持 ち 物　筆記用具、健康手帳（持っている方）
申し込み　12月15日(水)から直接または電話で保健セン

ター
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【
事
例
】　　
　

　

６
年
前
に
資
格
取
得
用
教
材
の
電
話
勧
誘

が
あ
り
、
最
初
は
断
っ
て
い
た
が
、
何
回
も

し
つ
こ
く
勧
誘
さ
れ
、
結
局
契
約
し
て
し
ま

っ
た
。
し
か
し
、
教
材
は
買
っ
た
も
の
の
、

勉
強
す
る
意
欲
が
続
か
ず
そ
の
ま
ま
放
置
し

て
い
た
。
最
近
に
な
っ
て
「
資
格
を
取
る
ま

で
は
自
動
継
続
に
な
っ
て
い
る
」
と
電
話
が

あ
り
、
さ
ら
な
る
教
材
の
購
入
を
勧
誘
さ
れ

た
。
そ
の
気
が
な
い
の
で
断
る
と
、「
途
中

で
や
め
る
に
は
手
数
料
40
万
円
が
必
要
だ
」

と
言
わ
れ
、
そ
の
後
も
し
つ
こ
く
電
話
が
あ

り
困
っ
て
い
る
。

【
問
題
点
】　

　

二
次
被
害
と
は
、
事
例
の
よ
う
に
、
一
度

消
費
者
被
害
に
遭
っ
た
人
に
対
し
て
、
す
で

に
支
払
い
が
完
了
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

「
以
前
の
契
約
が
継
続
中
で
す
」な
ど
と
言
っ

て
勧
誘
す
る
手
口
に
よ
る
被
害
で
す
。
更
新

料
や
退
会
手
数
料
な
ど
を
不
当
に
請
求
し
た

り
、
新
た
な
契
約
を
勧
誘
し
た
り
す
る
も
の

で
、
中
に
は
10
年
以
上
も
前
の
契
約
に
こ
じ

つ
け
て
勧
誘
し
て
く
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

過
去
に
「
資
格
講
座
」
や
「
会
員
サ
ー
ビ
ス
」

な
ど
の
契
約
を
し
た
消
費
者
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
な
る
事
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
非
常
に
悪
質
な
販
売
方
法
で
、

過
去
の
契
約
な
ど
の
個
人
情
報
を
悪
用
し
、

ま
っ
た
く
根
拠
が
な
い
の
に
、
あ
た
か
も
支

払
い
義
務
が
あ
る
か
の
よ
う
に
消
費
者
の
不

安
を
あ
お
る
も
の
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
自

宅
や
職
場
へ
の
長
時
間
あ
る
い
は
複
数
回
に

わ
た
る
し
つ
こ
い
電
話
勧
誘
に
よ
る
も
の
で

す
。
悪
質
業
者
に
と
っ
て
新
た
に
勧
誘
す
る

よ
り
も
、
一
度
契
約
し
た
消
費
者
を
狙
っ
て

勧
誘
し
た
方
が
だ
ま
し
や
す
い
こ
と
と
、
過

去
に
契
約
し
た
人
の
名
簿
が
い
わ
ゆ
る
「
カ

モ
リ
ス
ト
」
と
し
て
業
者
間
で
流
通
し
て
い

る
こ
と
な
ど
が
、
二
次
被
害
の
ト
ラ
ブ
ル
が

増
加
す
る
要
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】　

①
悪
質
業
者
は
、
以
前
の
契
約
か
ら
数
年
た

ち
、
消
費
者
の
記
憶
が
薄
れ
か
か
っ
た
こ

ろ
を
見
計
ら
っ
て
勧
誘
の
電
話
を
し
て
き

ま
す
。
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
も
業
者
の

話
を
聞
か
ず
手
短
に
電
話
を
切
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

②
以
前
の
契
約
の
支
払
い
を
完
済
し
て
い
れ

ば
、
資
格
を
取
っ
た
か
ど
う
か
に
関
わ
ら

ず
そ
の
契
約
は
終
わ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
業
者
の
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
き
っ

ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

③
業
者
を
信
用
し
て
、
ま
た
は
勧
誘
を
断
り

　

き
れ
ず
に
、
不
要
な
契
約
を
結
ん
で
し
ま

　

っ
た
場
合
で
も
、
電
話
勧
誘
に
よ
る
契
約

は
契
約
書
の
受
領
日
を
含
め
て
８
日
以
内

で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

　
　

困
っ
た
と
き
は
、
お
近
く
の
消
費
生
活
相

談
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

　

☎
０
４
８―

７
３
４―

０
９
９
９
ま
た
は

　

生
活
課
市
民
生
活
担
当　
（
内
線
２
５
２
）

悪
質
商
法
の
二
次
被
害
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

くらしの 　　 番情報110

　事業協同組合や企業組合などの中小企業組合は、法
律に基づき、国や県などの行政庁の認可を受けて設立
することができます。設立をお考えの方は、埼玉県中
小企業団体中央会にご相談ください。

事業協同組合
　中小企業者４社以上が集まれば設立できます。コス
トダウンをはじめ、販路の拡大、受注の確保や取引条
件の改善など、中小企業を支援するための組合事業を
共同で行います。

企業組合
　事業者に限らず勤労者や主婦、学生などの個人が4
人以上集まれば設立できます。特産品の販売、介護
サービス、衣類品などのリサイクルなど、どのような
活動も行えます。

▶問い合わせ　
　同会熊谷支所
　☎523－0075

中小企業組合の
設立相談は中央会へ

人権週間にあわせ
特設の人権相談所を開設します

　｢世界人権宣言｣は昭和23年（1948）に国際連合で
採択され、これを記念して国際連合は12月10日
を「人権デー」と定めました。そして、この「人権
デー」を最終日とする１週間(12月４日～10日)を
「人権週間」と定め、法務省や全国人権擁護委員連合
会では、人権意識の高揚を図るため、関係機関や団体
の協力を得てさまざまな取り組みを行っています。
　市では、人権問題や日常生活全般についての相談所
を毎月1回開設していますが、「人権週間」にあわせ、
人権擁護委員全員（８人）による特設の人権相談所を開
設します。

▶日　　時　12月８日（水）午前10時～午後３時
▶場　　所　忍・行田公民館ホール
▶相談機関　熊谷人権擁護委員協議会行田部会
▶問い合わせ　人権推進課人権同和対策担当（内線221）
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相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館2階会議室   12月21日㈫ ※次回1月25日㈫の予約は 
  1月4日㈫から　   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政 産業文化会館2階会議室   12月20日㈪　　   午後1時30分〜3時30分

結婚 VIVAぎょうだ   12月19日㈰、1月7日㈮　   午前9時30分〜11時30分
（受け付けは午前9時30分〜11時）

消費生活
多重債務 市役所

  12月16日㈭・17日㈮・20日㈪・21日㈫・
  24日㈮・27日㈪・28日㈫、1月4日㈫・6日  
  ㈭・7日㈮・11日㈫・13日㈭・14日㈮

  午前9時30分〜午後3時30分

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

  12月16日㈭・23日㈭　
  1月6日㈭・14日㈮  
  ※市内在住の方対象の電話相談は12月18日㈯  

  午後1時〜4時
（電話相談は午後1時〜2時30分）

VIVAぎょうだ
☎556ー9301

内職 市役所   12月17日㈮・21日㈫・24日㈮　
  1月4日㈫・7日㈮・11日㈫・14日㈮   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 忍・行田公民館   1月12日㈬　   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内）   12月21日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷）   12月19日㈰、1月9日㈰ 　　   午前8時30分〜正午 水道課
☎553ー0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷）   12月21日㈫、1月11日㈫   午後5時15分〜7時

談相種各 （12月15日〜1月15日）

23

開館時間
午前9時30分～午後7時

市立図書館
佐間3ー24ー7
（「みらい」内）
TEL 556-4227  
FAX 555-3770

休館日
12月6日㈪・13日㈪・20日㈪・27日㈪～
平成23年1月4日㈫・11日㈫　　
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください　

▶定　　員　各30人（先着順）
▶入 場 料　無料

▶日　　時　12月24日（金）午後２時
▶場　　所　中央公民館第２学習室
▶題　　名　ピーターパン ほか（28分）
　　　　　　雪渡り※宮沢賢治原作（24分）
▶定　　員　30人（先着順）
▶入 場 料　無料

▶日　　時　平成23年1月5日（水）午後２時
▶場　　所　中央公民館第２学習室
▶題　　名　ヘレンケラーを知っていますか（105分）
▶内　　容　日本のヘレンケラーと称された女性を描いた

感動の物語
▶定　　員　30人（先着順）
▶入 場 料　無料

　４カ月児健診に合わせて絵本を配布しています。
▶日　　時　平成23年1月7日（金）午後１時受付開始
▶場　　所　保健センター
▶持 ち 物　母子健康手帳

・生まれてバンザイ（俵万智）
・ツリーハウス（角田光代）
・坂の下の湖（石田衣良）
・たのしいマジック（ゆうきとも）
・すうじだいぼうけん（宮下すずか）

▶日　　時　12月15日（水）午前10時30分〜11時
▶内　　容　絵本、パネルシアターなど
▶対　　象　2、3歳児と保護者
　
▶日　　時　12月25日（土）午前11時
▶内　　容　絵本や手遊びなど　　
▶対　　象　幼児
▶主　　催　おはなしタンバリン
　
▶日　　時　平成23年1月8日（土）午後2時　　
▶内　　容　絵本など
▶対　　象　幼児・小学生
▶主　　催　おはなしポケット

※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

▶日　　時　平成23年1月14日（金）午前10時30分
▶場　　所　図書館ミーティングルーム　
▶内　　容　絵本や紙芝居など
▶主　　催　おしゃべりインコの会

▶日　　時　①１2月18日（土）午後2時
　　　　　　　　　　　　②平成23年1月15日（土）午後2時
▶題　　名　①オズのまほうつかい ほか（30分）、ジャング

　ル大帝 故郷（24分）
　　　　　　②フランダースのいぬ ほか（46分）
▶場　　所　中央公民館第２学習室

主な新着図書

定例子ども映画会

おはなし会

ブックスタート

移動図書館巡回日程

読み語りの会

1
月
14
日
（金）

埼
玉
小

12
月
15
日
（水）

星
宮
小

12
月
16
日
（木）

太
田
東
小

12
月
17
日
（金）

南
河
原
小

1
月
13
日
（木）

泉
小

1
月
12
日
（水）

荒
木
小

※変更となる場合もあります

クリスマス映画会

特別映画会
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環境問題を意識してきれいな川に

　10月23日、市内循環バスターミナル駐車場および西
側芝生広場で行田市ふれあい福祉健康まつりが開催され
ました。
　市内の福祉団体や企業など約40団体が参加したこの
催し。各種団体のＰＲや作品展示・即売をはじめ、体力
測定、子供たちに人気の射的・ヨーヨーつりなど、会場
に並んだ各コーナーは大勢の来場者でにぎわいました。
また、会場では小学生ボランティアによる募金活動も行
われ、福祉や健康への関心が深まる一日となりました。

　11月２日、産業文化会館ホールで第63回行田市小･
中学校音楽会が開催されました。
　この日のために放課後などに練習を積んできた児童・
生徒たちは、大きな舞台にも臆

おく

することなく、透き通っ
た天使のような歌声と心震わす迫力のある演奏を披露。
応援に駆け付けた家族らで満員となった会場からは惜し
みない拍手が送られました。

福祉と健康のお祭りに大勢の来場者

天使の歌声と迫力の演奏

迫真の演技に大注目

　11月14日、市役所周辺で第31回行田商工祭・忍城
時代まつりが開催されました。
　火縄銃演武や武者行列などさまざまなイベントが行
われ、中でもバスターミナル駐車場西側芝生広場で行わ
れた忍城水攻め攻防戦の寸劇には、オーディションを突
破した甲斐姫と月ノ方を一目見ようと大勢の見物者が詰
めかけました。出演者誰もが迫真の演技を披露し、豊臣
軍と対

たい

峙
じ

した忍城の当時の状況をほうふつさせました。

　10月22日、川の再生や環境問題を考える取り組みの
ひとつとして、ＮＰＯ法人ふるさと創生クラブと行田市民
大学環境研究グループ「水と緑」による忍川の実態調査
が翔栄橋付近で行われました。
　埼玉県東部環境管理事務所の協力のもと、参加者は水
の汚れ具合を測定したほか、ボートを浮かべて水が濁っ
ているかや匂いがあるかなどを調査しました。



　11月３日、「みらい」文化ホールで、市制施行61周
年・文化の日 合併５周年記念式典が開催されました。
　市政に貢献された方々の表彰に続き、新しい行田～
合併５周年の歩み～と題したスライド上映が行われ、
旧南河原村と合併してからの５年間を振り返りました。

また、合併の日である平成18年１月１日が誕
生日という山内琉

る い

永くん（門井町）へ工藤市長
からこぜにちゃんとフラべぇのぬいぐるみがプ
レゼントされました。その後、中央小学校吹奏
楽部による演奏や、南河原中学校合唱部によ
る合唱なども行われ、満員となった会場がひと
つになり合併５周年を盛大に祝いました。
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難しい種目にもチームワークを生かして

　11月７日、総合公園自由広場で第60回記念大会市民
体育祭が開催されました。
　青空広がる秋晴れのもと、廻旋フットボールリレーで
幕を開けた今大会。思うように球が入らない紅白玉入れ
やカーブで桶からボールが飛び出てしまうバレーボール
運びリレーなど、どの地区もチームワークを生かして難
しい種目に挑みました。最終種目の年齢別リレーは、選
手を応援する歓声が会場を包み込み、最高潮の盛り上が
りを見せました。

　11月13日、利根川河川敷にある大堰自然の観察室付
近でサケ遡

そじょう

上・採卵観察会が開催され、多くの親子連れ
でにぎわいました。
　来場者の目当ては、サケの卵を採卵し受精させる採卵
会。サケのおなかからたくさんの卵が取り出される様子
を、子どもも大人も興味深そうに見ていました。また、
サケの生態や利根大堰についての説明やクイズ大会など
も行われ、来場者は楽しみながら学んでいました。

注目集めたサケの採卵会

盛大に祝う
旧南河原村との合併５周年
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今
月
は
、
家
庭
に
受
け
継
が
れ
る
「
フ
ラ
イ
」
が

家
族
の
幸
せ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
作
文
で
「
第

60
回
全
国
小
・
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
埼
玉

県
審
査
（
以
下
「
コ
ン
ク
ー
ル
」）
に
入
選
し
た
加
ヶ

嵜
鈴
音
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　

幼
い
こ
ろ
病
気
が
ち
で
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い

た
加
ヶ
嵜
さ
ん
で
す
が
、
管
理
栄
養
士
の
資
格
を
持

つ
お
母
さ
ん
の
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
料
理

で
、
今
で
は
元
気
い
っ
ぱ
い
。
ど
ん
な
料
理
も
お
い

し
く
て
、
加
ヶ
嵜
家
の
食
卓
は
い
つ
も
会
話
が
弾
ん

で
い
る
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
自
慢
の
お
母
さ
ん
が
唯

一
作
ら
な
い
料
理
が
フ
ラ
イ
。
そ
れ
は
昔
、
た
ば
こ

屋
を
営
み
な
が
ら
フ
ラ
イ
を
売
っ
て
い
た
曾
祖
母
の

味
を
受
け
継
い
で
い
る
お
父
さ
ん
の
料
理
だ
か
ら
で

す
。「
お
父
さ
ん
の
フ
ラ
イ
は
と
て
も
お
い
し
い
ん
で

す
」
曾
祖
母
の
こ
と
や
子
ど
も
の
こ
ろ
の
こ
と
な
ど
、

思
い
出
話
を
し
な
が
ら
フ
ラ
イ
を
焼
く
お
父
さ
ん
は
、

加
ヶ
嵜
さ
ん
に
と
っ
て
も
う
一
つ
の
自
慢
だ
そ
う
で

す
。

　

そ
ん
な
加
ヶ
嵜
さ
ん
が
、
家
族
の
こ
と
、
そ
し
て

家
庭
の
料
理
に
つ
い
て
作
文
を
書
い
た
の
は
、「
浮

き
城
の
ま
ち
行
田
少
年
の
主
張
大
会
」
に
向
け
た
作

文
が
、
夏
休
み
の
課
題
と
し
て
出
さ
れ
た
か
ら
で
し

た
。
昨
年
い
と
こ
が
同
大
会
に
出
場
し
た
姿
を
見
て

「
私
も
壇
上
に
立
っ
て
発
表
し
て
み
た
い
」
と
思
っ
て

い
た
加
ヶ
嵜
さ
ん
は
、
自
分
の
誇
れ
る
も
の
で
あ
る

「
家
庭
に
伝
わ
る
フ
ラ
イ
」
の
こ
と
を
題
材
に
書
こ

う
と
決
め
ま
し
た
。
父
が
焼
く
フ
ラ
イ
が
、
曾
祖
母

の
生
き
た
過
去
と
自
分
の
生
き
て
い
る
今
と
を
つ
な

い
で
く
れ
て
い
る
か
け
が
え
の
な
い
料
理
で
あ
る
と
、

思
い
つ
く
ま
ま
感
じ
た
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。
選
考

の
結
果
、
惜
し
く
も
同
大
会
出
場
へ
の
切
符
を
手
に

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
よ
く
書
け
て

い
る
の
だ
か
ら
と
先
生
が
コ
ン
ク
ー
ル
へ
応
募
し
た

加
ヶ
嵜
さ
ん
の
作
文
は
、
な
ん
と
小
学
校
高
学
年
の

部
で
入
選
。
同
大
会
に
出
場
で
き
ず
が
っ
か
り
し
て

い
た
加
ヶ
嵜
さ
ん
も
、
新
聞
社
か
ら
の
連
絡
を
受
け

「
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。

と
て
も
う
れ
し
い
」
と
、
友
達
や
知
り
合
い
か
ら
祝

福
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
て
に
っ
こ
り
と
ほ
ほ
笑
ん

で
い
ま
す
。

　
「
今
は
ま
だ
フ
ラ
イ
を
焼
く
父
の
姿
を
見
て
い
る
だ

け
だ
け
れ
ど
、
将
来
こ
の
伝
統
の
味
を
教
え
て
も
ら

い
、
自
分
の
子
供
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
語
る

加
ヶ
嵜
さ
ん
。
加
ヶ
嵜
家
の
食
卓
に
は
、
お
い
し
い

料
理
と
家
族
の
笑
顔
が
今
日
も
並
ん
で
い
ま
す
。

	

城
西	

橋
本
ま
さ
子

デ
コ
ポ
ン
の
大
玉
た
わ
わ
秋
高
し

	

長
野	

内
山　

計
江

霜
降
は
風
だ
け
が
知
る
予
感
か
な

	

酒
巻	

風
間
ち
ま
子

背
を
丸
め
野
菜
と
話
し
秋
惜
し
む

	

荒
木	

島
田　

香
子

秋
澄
み
て
水
路
の
木
の
葉
く
る
く
る
と

	

須
加	

原　

ち
か
子

癒い
や

さ
れ
し
金き
ん
も
く
せ
い

木
犀
の
か
お
る
路

	

富
士
見
町	

本
間
千
代
子

コ
ス
モ
ス
や
風
の
気
ま
ぐ
れ
み
ぎ
ひ
だ
り

	

城
南	

町
田
ツ
ギ
子

晩
秋
の
散
歩
い
つ
し
か
い
そ
ぎ
足

	

城
南	

関
口　
　

操

吊
橋
や
肩
す
り
合
っ
て
紅
葉
狩

	

北
河
原	

石
川
千
恵
子

道
端
の
咲
く
コ
ス
モ
ス
に
足
止
め
る

	

渡
柳	

長
森　

イ
セ

秋
の
空
三
日
月
残
る
青
い
空

俳 

句

行田人行田人

いききき
いきき
いき
いき

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
５
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書	

　

で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

	

矢
場	

長
島
あ
つ
子

秋
晴
れ
に
兜か

ぶ
との
被ひ

ふ布
の
宮
参
り

	

持
田	

田
子　

敏
枝

秋
風
を
ペ
ダ
ル
踏
み
て
は
戯
れ
り

	

前
谷	

石
井
マ
サ
子

身
じ
ま
い
し
色
な
き
風
に
背
を
お
さ
れ

	

佐
間	

須
永　

節
子

今
日
無
事
と
あ
り
て
独
り
の
小
春
か
な

	

南
河
原	

細
井
喜
美
江

大
利
根
の
風
の
意
の
ま
ま
枯
れ
す
す
き

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

『 白川郷 』（押し花）
新井　登美子（壱里山町）

私
の
作
品

私
の
作
品

家
庭
の
料
理
を
題
材
に
し
た
作
文
で

全
国
小
・
中
学
校
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
選

加か

ヶが

嵜さ
き　

鈴れ

音お
ん 

さ
ん
（
11
歳･

宮
本
）



村
井 

優ゆ

き

な
樹
奈
ち
ゃ
ん（
埼
玉
）

父
・
京
太
さ
ん　

母
・
加
奈
子
さ
ん

平
成
21
年
12
月
24
日
生
ま
れ

「
優
し
く
て
大
ら
か
な
子
に
…
」

平
塚　

拓た
く
み実

ち
ゃ
ん（
長
野
）

父
・
智
之
さ
ん　

母
・
美
枝
さ
ん

平
成
21
年
12
月
18
日
生
ま
れ

「
大
切
な
宝
物
」
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「
写
真
は
撮

る
も
の
で
は

な
く
描
く
も

の
」
を
合
言
葉

に
被
写
体
と

向
き
合
っ
て
い

る
の
が
、
今
月

紹
介
す
る
写
真

ク
ラ
ブ
「
写
壇

『
虹
』」
で
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
代

表
で
講
師
も
務

め
る
小
山
憲

一
さ
ん
が
中
心

と
な
り
、
平
成
21
年
３
月
に
結
成
さ
れ
た
同
ク

ラ
ブ
に
は
市
内
だ
け
で
は
な
く
、
羽
生
市
や
鴻

巣
市
な
ど
市
外
の
方
も
所
属
し
、
34
人
の
メ
ン

バ
ー
が
毎
月
第
２
日
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら
９

時
ま
で
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
で
熱
心
に
写
真
の

知
識
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
年
間
３
回
の
撮
影
会
を

行
っ
て
お
り
、
４
月
に
さ
き
た
ま
古
墳
公
園
、

７
月
に
古
代
蓮
の
里
、
そ
し
て
秋
に
は
親
睦
を

深
め
る
た
め
の
旅
先
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
撮
影
す
る
だ
け
で
な

く
、
メ
ン
バ
ー
同
士
で
撮
っ
た
写
真
を
見
せ
合

い
な
が
ら
、
良
い
点
や
改
善
点
な
ど
を
指
摘
し

合
い
、
技
術
的
に
分
か
ら
な
い
と
き
は
講
師
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
、
プ
ロ
の
写
真
家

の
作
品
の
投
影
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
写
真

の
質
を
向
上
さ
せ
る
意
識
を
お
互
い
に
高
め

合
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
被
写
体
を
指
定
し
て
撮
影
す
る

写
真
ク
ラ
ブ
が
多
い
中
、
同
ク
ラ
ブ
で
は
各

メ
ン
バ
ー
が
自
主
的
に
被
写
体
を
探
し
、
出
来

上
が
る
写
真
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
こ
と
を
意
識
し
て
作
品
作

り
に
励
ん
で
お
り
、
ど
れ
も
個
性
が
際
立
つ
作

品
ば
か
り
。
10
月
に
開
催
さ
れ
た
初
の
写
真
展

で
は
、
多
く
の
来
場
者
か
ら
「
個
性
的
で
、
他

の
ク
ラ
ブ
の
作
品
と
は
一
味
違
う
」
と
い
う
言

葉
を
頂
い
た
そ
う
で
す
。

　

来
年
の
７
月
に
古
代
蓮
や
さ
き
た
ま
古
墳
公

園
の
桜
な
ど
行
田
の
風
景
を
テ
ー
マ
に
し
た
写

真
展
を
開
催
す
る
予
定
の
同
ク
ラ
ブ
。
光
を
巧

み
に
操
り
、“
虹
”
の
よ
う
に
色
鮮
や
か
に
描

か
れ
た
作
品
に
出
会
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▼�

問
い
合
わ
せ　

小
山
☎
０
９
０―

１
６
１
７

―

８
１
４
０

宮
崎　

湊み
な
とち

ゃ
ん（
持
田
）

父
・
亮
司
さ
ん　

母
・
梨
絵
さ
ん

平
成
21
年
12
月
15
日
生
ま
れ

「
元
気
で
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
」

長
谷
川 

瑠る

な南
ち
ゃ
ん（
谷
郷
）

父
・
貴
之
さ
ん　

母
・
絵
美
さ
ん

平
成
21
年
12
月
４
日
生
ま
れ

「
明
る
く
健
や
か
に
育
っ
て
ネ
♡
」

森
田　

詩し
お
ん唱

ち
ゃ
ん（
北
河
原
）

父
・
裕
也
さ
ん　

母
・
紋
子
さ
ん

平
成
21
年
12
月
16
日
生
ま
れ

「
元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
♪
」

写壇「虹」
～描くことを意識して～

さわやか
サークル
さわやか
サークル

○12月28日(火)までに電話またはＥ
メールで広報広聴課広報
広聴担当(内線318) ※応
募要領は市ホームページ
をご覧ください。

○応募者多数の場合は、平成23年1月
6日(木)午後1時30分から市役所203
会議室で公開抽選を行います。

平成22年2月生まれの
お子さんを募集します
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広告

▼
日
時　

12
月
31
日
㈮
午
後
10
時
～

平
成
23
年
１
月
１
日
㈯
午
前
１
時 

▼
場
所　

忍
城
址
（
郷
土
博
物
館
）

鐘
楼
付
近　

▼
内
容　

鐘
つ
き(

先

着
１
千
人)

、
開
運
招
福
銭
プ
レ
ゼ

ン
ト(

鐘
を
つ
い
た
方)

な
ど　

▼

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課
（
内
線

３
８
２
）

▼
日
時　

12
月
17
日
㈮
午
後
２
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

パ
レ
ス
ホ
テ
ル

大
宮
４
階
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
（
さ
い
た

ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１―

７―

５
） 

▼
演
題　
「
の
ぼ
う
の
城
・
和
田
竜

氏
に
聞
く
」―

現
代
の
あ
る
べ
き

リ
ー
ダ
ー
像
と
は
？―

　

▼
講
師 

和
田
竜
さ
ん
（「
の
ぼ
う
の
城
」
著

者
）、
利
根
忠
博
さ
ん
（
埼
玉
県
経

営
者
協
会
会
長
）、
工
藤
正
司
市
長
、

神
本
武
征
さ
ん
（
も
の
つ
く
り
大
学

学
長
） 

▼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

丸

山
晃
さ
ん
（
埼
玉
新
聞
社
取
締
役
会

長
） 

▼
定
員　

３
０
０
人（
先
着
順
） 

▼
受
講
無
料　

▼
申
し
込
み　

住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う

え
、
12
月
10
日
㈮
ま
で
に
㈳
埼
玉
県

経
営
者
協
会
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
８―

６
４
１―

０
９
２
４　

▼
問
い
合
わ

せ　

も
の
つ
く
り
大
学
☎
５
６
４―

３
８
１
９
ま
た
は
同
経
営
者
協
会
☎

０
４
８―

６
４
７―

４
１
０
０

　

も
し
も
の
と
き
、
大
切
な
命
を
救

う
の
は
現
場
に
居
合
わ
せ
た
あ
な
た

の
力
で
す
。
勇
気
を
持
っ
て
対
応
で

き
る
よ
う
応
急
手
当
て
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

▼
日
時　

平
成
23
年
１
月
29
日
㈯
、

平
成
23
年
２
月
13
日
㈰
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分　

▼
場
所　

消

防
本
部
第
３
会
議
室　

▼
内
容　

心

肺
蘇そ

生せ
い

法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
に

加
え
、
傷
病
者
管
理
法
、
外
傷
の
手

当
て
、
搬
送
法
な
ど
を
取
り
入
れ
た

プ
ロ
グ
ラ
ム　

▼
定
員　

各
20
人

（
先
着
順
） 

▼
費
用
無
料　

▼
申
し

込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月
20
日
㈪

午
前
９
時
か
ら
消
防
署
救
急
担
当
☎

５
５
６―

２
０
９
０

▼
日
時　

平
成
23
年
１
月
23
日
㈰
午

前
９
時　

▼
場
所　

グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ　

▼
種
目　

①
男
子
シ
ン
グ

ル
ス
１
部
・
２
部　

②
男
子
ダ
ブ
ル

ス　

③
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
１
部
・
２

部　

④
女
子
ダ
ブ
ル
ス　

⑤
男
・
女

シ
ニ
ア
の
部
（
50
歳
以
上
） 

⑥
中
学

生
の
部
（
男
・
女
シ
ン
グ
ル
ス
）
※

一
人
２
種
目
ま
で
と
し
、
男
子
２
部

と
シ
ニ
ア
の
重
複
は
不
可　

▼
対
象 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方　

▼

参
加
費　
【
シ
ン
グ
ル
ス
】
一
般
・

シ
ニ
ア
６
０
０
円
、
中
・
高
校
生

５
０
０
円　
【
ダ
ブ
ル
ス
】
一
般
１

組
８
０
０
円
、
高
校
生
１
組
５
０
０

円
※
連
盟
未
登
録
者
は
各
種
目
と
も

２
０
０
円
増
し　

▼
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ　

平
成
23
年
１
月
５
日
㈬

午
後
７
時
ま
で
に
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
行
田
市
卓
球
連
盟
事
務
局
田

島
直
也
（
〒
３
６
１―

０
０
２
４
行

田
市
小
針
２
５
８
５
）
☎
５
５
９―

３
７
８
９　

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
９―

０
７
１
４

▼
日
時　

平
成
23
年
１
月
５
日
㈬
午

前
９
時
～
正
午　

▼
場
所　

生
活
課

相
談
室　

▼
相
談
内
容　

不
動
産
に

関
し
て
分
か
ら
な
い
こ
と
や
ト
ラ
ブ

ル
な
ど　

▼
問
い
合
わ
せ　

㈳
埼
玉

県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
北
埼
支
部

☎
５
６
２―

５
９
０
０

▼
日
時　

平
成
23
年
１
月
12
日
㈬
午

後
１
時
～
４
時　

▼
場
所　

生
活
課

相
談
室　

▼
相
談
内
容　

相
続
、
遺

言
、
離
婚
、
交
通
事
故
、
農
地
転
用
、

許
認
可
関
係
ほ
か
日
常
生
活
の
困
り

事
（
予
約
制
） 

▼
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ　

埼
玉
県
行
政
書
士
会
埼
北

支
部
（
行
田
地
区
担
当
）
大お
お

庭ば

☎

５
５
４―

２
７
０
２

▼
日
時　

①
12
月
17
日 

②
平
成
23

年
１
月
21
日 

③
平
成
23
年
２
月
18

日 

④
平
成
23
年
３
月
18
日
の
各
金

曜
日
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分
※

雨
天
決
行　

▼
集
合
場
所　

秩
父
鉄

道
行
田
市
駅
南
口　

▼
コ
ー
ス 

①
・
④
街
な
か
蔵
め
ぐ
り
コ
ー
ス 

②
忍
城
水
攻
め
コ
ー
ス　

③
古
代
ロ

マ
ン
コ
ー
ス　

▼
参
加
費 

１
千
５
０
０
円
（
昼
食
代
、入
館
料
、

交
通
費
、
資
料
代
な
ど
） 

▼
定
員 

各
回
９
人　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ　

実
施
日
の
７
日
前
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ｉ
Ｌ
ひ
こ
う
せ
ん
山
本

☎
５
５
５―

１
１
０
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ

５
５
５―
１
３
０
１

 

行
田
ゆ
く
年
く
る
年

 

も
の
つ
く
り
大
学

特
別
公
開
講
座

 
不
動
産
無
料
相
談

 

行
政
書
士
無
料
相
談
会

行
田
た
び
く
る
ツ
ア
ー
参
加
者

＊広告掲載の問い合わせは、三共印刷株式会社へ　☎５５６ー６２０１

 

行
田
市
民
卓
球
大
会

冬
季
大
会

 

上
級
救
命
講
習
会



合
わ
せ　

12
月
16
日
㈭
ま
で
に
行
田

市
合
唱
連
盟
中
野
宅
☎
５
５
６―

５
４
０
９

▼
日
時　

12
月
11
日
㈯
午
後
２
時
開

演　

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー　

▼

曲
目　

音
楽
祭
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド
、

ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
ほ
か　

▼
入
場
無
料�

▼
そ
の
他　

プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
あ
り 

▼
問
い
合
わ
せ　

長
島
宅
☎
５
５
４

―

９
８
０
０

▼
日
時　

平
成
23
年
１
月
22
日
㈯
午

後
１
時
30
分
開
演　

▼
場
所　
「
み

ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル　

▼
定
員 

５
０
０
人
※
要
入
場
整
理
券
（
一
人

一
枚
） 

▼
整
理
券
配
布　

12
月
15
日

㈬
午
前
10
時
か
ら
中
央
公
民
館
お
よ

び
各
地
域
公
民
館　

▼
入
場
無
料

（
全
席
自
由
） 

▼
問
い
合
わ
せ　

中

央
公
民
館
☎
５
５
６―

２
６
４
９

▼
日
時　

平
成
23
年
２
月
27
日
㈰
午

後
２
時
開
演　

▼
場
所　

両
国
国
技

館
（
東
京
都
墨
田
区
横
網
１―

３―

28
） 

▼
出
演　

佐
藤
し
の
ぶ
さ
ん

（
ソ
プ
ラ
ノ
）、錦
織
健
さ
ん（
テ
ノ
ー

ル
）
ほ
か　

▼
管
弦
楽　

新
日
本

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
ほ
か 

▼
参
加
費　

６
千
５
０
０
円　

▼
主

催　

国
技
館
す
み
だ
第
九
を
歌
う

会
、
墨
田
区　

▼
申
し
込
み
・
問
い

▼
日
時　

平
成
23
年
１
月
８
日
㈯
午

後
１
時
30
分　

▼
場
所　

郷
土
博
物

館　

▼
内
容　

羽
子
板
に
好
き
な
絵

を
描
い
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
羽
子
板
を

作
り
、
完
成
し
た
ら
実
際
に
遊
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。 

▼
定
員　

30
人（
先

着
順
） 

▼
参
加
無
料　

▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ　

同
館
☎
５
５
４

―

５
９
１
１

▼
日
時　

平
成
23
年
１
月
11
日
㈫
・

18
日
㈫
・
25
日
㈫
、
３
月
１
日
㈫
・

３
日
㈭
・
８
日
㈫
（
全
６
回
）
午
後

１
時
～
３
時　

▼
場
所　

総
合
福
祉

会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
２
階
交
流

創
作
室　

▼
対
象　

市
内
在
住
で
障

害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
（
付
き
添

い
が
必
要
と
な
る
方
は
、
一
緒
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
） 

▼
定
員　

12
人

（
先
着
順
） 

▼
参
加
費　

８
０
０
円 

▼
持
ち
物　

汚
れ
て
も
良
い
服
装
、

エ
プ
ロ
ン
、使
い
古
し
た
歯
ブ
ラ
シ
、

タ
オ
ル　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ　

12
月
７
日
㈫
～
21
日
㈫
午
前
９

時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

広告
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第
27
回
国
技
館

５
千
人
の
第
九
コ
ン
サ
ー
ト

参
加
者

 

行
田
市
民
吹
奏
楽
団

冬
の
小
さ
な
音
楽
会

羽
子
板
を
つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う

 

陶
芸
教
室

み
ら
い
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

回 日　　時 内　　　容 講　　師

1

平成23年
1月30日(日）
午後1時30 ～
3時30分

お父さん応援講座
「子育ての喜びや大切さを知
りましょう」
子育てに関する父親の役割
や地域の子育て支援サービ
スなどを学びます。

NPO 新座子育て
ネットワーク

2

平成23年
2月6日(日)
午前9時30分～
正午

親子料理講座
「お父さんとピザを作ろう！」
お父さんと子どもでおいしい
ピザを作り試食します。

新井浩美さん
（製菓衛生師）

▶場　　所　ＶＩＶＡぎょうだ
▶対　　象　市内在住･在勤で子育て中の男性
　　　　　　※2回目はお父さんと子どもの親子で参加
▶定　　員　20人（先着順）
▶参 加 費　【１回目】　無料
　　　　　　【２回目】　1組５００円
▶そ の 他　 ２回目のみ上履き、エプロン、

三角巾、飲み物をお持ちく
ださい。

▶�申し込み・問い合わせ　12月15日(水)
から直接または電話でＶＩＶＡぎょうだ
☎５５６－９３０１※保育（２歳以上の
未就学児）の申し込みは平成23年１月
７日(金)まで

イクメン応援セミナーの
受講生を募集します



催し・募集

▼
日
時　

12
月
24
日
㈮
午
後
6
時

30
分
～
8
時　

▼
場
所　

古
代
蓮

会
館
休
憩
所　

▼
ハ
ー
モ
ニ
カ
演

奏　

加
藤
栄
さ
ん　

▼
入
館
料 

大
人
４
０
０
円
、
小
人
２
０
０
円 

※
障
害
者
割
引
あ
り

▼
日
時　

12
月
19
日
㈰
午
後
2
時

開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化
会
館

ホ
ー
ル　

▼
内
容　

1
部
は
賛
美

歌
を
中
心
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
曲

を
、
2
部
は
「
の
だ
め
カ
ン
タ
ー

ビ
レ
」
使
用
曲
を
演
奏　

▼
出
演 

行
田
音
楽
家
協
会　

▼
入
場
無
料

▼
日
時　

平
成
23
年
1
月
1
日
㈯

午
前
6
時
～
9
時
（
入
館
受
け
付

け
は
午
前
８
時
30
分
ま
で
） 

▼
場

所　

古
代
蓮
会
館　

▼
内
容　

無

料
お
し
る
こ
サ
ー
ビ
ス
、
福
袋
の

販
売
、
は
ず
れ
無
し
の
お
楽
し
み

抽
選
会
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
日

の
出
の
時
間
帯
（
午
前
6
時
～
7

▼
期
間　

12
月
18
日
㈯
～
26
日
㈰ 

▼
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

（
入
館
受
け
付
け
は
午
後
８
時
30

分
ま
で
） 

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館 

▼
内
容　

年
末
限
定
企
画
と
し

て
、
開
館
時
間
の
延
長
、
温
か
い

コ
ー
ヒ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま

す
。
展
望
室
か
ら
の
す
て
き
な
夜

景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

▼

入
館
料　

大
人
４
０
０
円
、
小
人

２
０
０
円　

※
障
害
者
割
引
あ
り

▼
日
時　

12
月
９
日
㈭
～
12
日
㈰
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午

後
３
時
ま
で
） 
▼
場
所　

深
谷
市
総

合
体
育
館
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
（
深
谷

市
上
野
台
２
５
６
８
） 
▼
内
容　

絵

画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真
の
作

品
展
示　

▼
主
催　

埼
玉
県
北
美
術

家
協
会
、
深
谷
市
、
深
谷
市
教
育
委

員
会　

▼
後
援　

埼
玉
県
、
埼
玉
県

教
育
委
員
会
、
埼
玉
県
美
術
家
協
会 

▼
問
い
合
わ
せ　

第
53
回
県
北
美
術

展
実
行
委
員
会
事
務
局
（
深
谷
市
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
）
☎

５
７
２―

９
５
８
１

▼
日
時　

12
月
18
日
㈯
午
後
１
時
～

３
時
30
分　

▼
場
所　

持
田
公
民
館

ホ
ー
ル　

▼
参
加
費　

３
歳
以
上

３
０
０
円　

▼
持
ち
物　

３
０
０
円

程
度
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
コ
ッ
プ
、
皿
、

フ
ォ
ー
ク　

▼
主
催　

行
田
お
や
こ

劇
場　

▼
そ
の
他　

未
就
学
児
は
保

護
者
同
伴
の
こ
と　

▼
問
い
合
わ
せ 

同
劇
場
事
務
局
☎
０
９
０―

３
８
１
６―

５
３
７
４

30

広告

 

第
53
回
県
北
美
術
展

ク
リ
ス
マ
ス
会

「
お
菓
子
の
家
を
つ
く
っ
て
食
べ
よ
う
」

《住民基本台帳人口》
人口86,029人　　男42,888人　　女43,141人　　世帯数32,590世帯
10月中の異動　出生40人　転入等163人　死亡65人　転出等226人

行田市の人口と世帯
（平成22年11月１日現在）

時
15
分
）
の
展
望
室
利
用
は
、
先

着
70
人
限
定
と
し
ま
す
。※
当
日
、

受
け
付
け
時
に
整
理
券
配
布　

▼

入
館
料　

大
人
４
０
０
円
、
小
人

２
０
０
円
※
障
害
者
割
引
あ
り

▼
日
時　

12
月
19
日
㈰
午
後
1
時

～
4
時　

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館 

▼
協
力　

吉
田
初
代
さ
ん
（
全
国

創
作
ね
ん
土
人
形
の
会
「
サ
ン
・

ク
ラ
フ
ト
・
ド
ー
ル
」） 

▼
参
加

費　

２
５
０
円（
材
料
費
１
体
分
） 

▼
そ
の
他　

別
途
入
館
料
（
大
人

４
０
０
円
、
小
人
２
０
０
円
※
未

就
学
児
無
料
）
が
必
要
で
す
。
※

障
害
者
割
引
あ
り　

▼
申
し
込
み 

開
催
時
間
中
随
時
受
け
付
け

申し込み・問い合わせ

商工センター

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

産業文化会館 古代蓮会館 グリーンアリーナ

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト

in
ク
リ
ス
マ
ス

ク
リ
ス
マ
ス“
古
代
蓮
の
聖
歌
隊
”

手
作
り
紙
ね
ん
土
細
工
講
座

『
初
日
の
出
』
２
０
１
１
年

～
タ
ワ
ー
か
ら
ご
来
光
～

10
万
石
の
夜
景

～
古
代
蓮
の
里
プ
レ
ミ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト
～

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト



い　

12
月
23
日
㈭
午
前
9
時
か
ら

同
館
ほ
か
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
に
て

発
売
（
電
話
受
け
付
け
は
翌
日
午

前
10
時
か
ら
）

▼
日
時　

平
成
23
年
１
月
15
日
・

22
日
、
2
月
5
日
・
12
日
・
19
日
・

26
日
、
3
月
5
日
・
12
日
の
各
土

曜
日
（
全
8
回
）
午
前
9
時
～
午

後
０
時
30
分　

▼
場
所　

産
業
文

化
会
館
会
議
室
ほ
か　

▼
内
容 

日
本
舞
踊
の
実
技
お
よ
び
邦
楽
器

の
体
験　

▼
対
象　

市
内
の
小
学

生
～
高
校
生
※
邦
楽
器
の
体
験
は

小
学
３
年
生
以
上
の
方　

▼
定
員 

40
人(

先
着
順) 

▼
参
加
費 

２
千
５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
） 

▼
申
し
込
み　

12
月
11
日
㈯
午
前

10
時
か
ら
同
館
（
電
話
受
け
付
け

は
午
後
１
時
か
ら
）

▼
日
時　

平
成
23
年
１
月
26
日
㈬

午
後
6
時
30
分
～
8
時
30
分　

▼

場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー
４
０
４
研

修
室　

▼
内
容　

ア
ロ
マ
ジ
ェ
ル

を
用
い
た
手
軽
に
楽
し
め
る
ア
ロ

マ
テ
ラ
ピ
ー
を
体
験
し
な
が
ら
、

日
ご
ろ
の
疲
れ
を
癒
や
す
。 

▼

講
師　

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー（
ア
ロ
マ
グ
レ
ー
ス
） 

▼
対
象　

成
人
男
性　

▼
定
員 

20
人
（
先
着
順
） 

▼
参
加
費 

１
千
５
０
０
円　

▼
申
し
込
み 

12
月
16
日
㈭
午
後
1
時
～
平
成
23

年
1
月
16
日
㈰
に
直
接
同
セ
ン

タ
ー

▼
日
時　

平
成
23
年
３
月
12
日
㈯

午
後
5
時
30
分
開
演　

▼
場
所 

産
業
文
化
会
館
ホ
ー
ル　

▼
入
場

料　

全
席
指
定
６
千
５
０
０
円 

▼
市
民
先
行
発
売　

産
業
文
化
会

館
に
て
12
月
18
日
㈯
午
前
9
時
～

午
後
5
時
の
1
日
の
み
、
販
売
枚

数
制
限
あ
り
※
身
分
証
明
書
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
先
行
発
売
の
電

話
予
約
は
行
い
ま
せ
ん
。 

▼
一

般
発
売
開
始
・
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱

▼
日
時　

平
成
23
年
２
月
５
日
㈯
午

前
10
時
～
正
午　

▼
場
所　

県
立
羽

生
実
業
高
等
学
校　

▼
内
容　

シ
ア

バ
タ
ー
で
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ー
ム
を

作
る
。 

▼
定
員　

20
人　

▼
費
用 

１
千
５
０
０
円　

▼
申
し
込
み　

往

復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
講
座
名
を
明
記
し
、
平
成
23
年

１
月
22
日
㈯
ま
で
に
同
校
農
業
カ
ル

チ
ャ
ー
講
座
係
（
〒
３
４
８―

８
５
０
２　

羽
生
市
羽
生
３
２
３
） 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
校
☎
５
６
１―

０
３
４
１

▼
入
学
資
格　

中
学
校
卒
業
以
上

で
、
視
力
ま
た
は
視
機
に
障
害
の
あ

る
方
※
年
齢
制
限
な
し　

▼
卒
業
時

の
資
格　

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧

師
国
家
試
験
受
験
資
格
、
は
り
師
国

家
試
験
受
験
資
格
、
き
ゅ
う
師
国
家

試
験
受
験
資
格　

▼
そ
の
他　

平
成

23
年
４
月
22
日
ま
で
に
入
学
希
望
者

と
連
絡
調
整
の
う
え
、
選
考
。
入
学

相
談
、
学
校
見
学
、
受
験
願
書
請
求

な
ど
随
時
受
け
付
け
。 

▼
問
い
合

わ
せ　

同
校
（
熊
谷
市
中
央
１―

88
）
☎
５
２
１―

０
１
６
４

31
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農
業
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座

熊
谷
理
療
技
術
高
等
盲
学
校
生
徒

市県民税・・・・・・・・・４期　　　介護保険料・・・・・・・・６期
国民健康保険税・・・・・・６期　　　後期高齢者医療保険料・・・６期　　　納期限・・・12月27日（月）

今月の納税

伝
統
文
化
こ
ど
も
教
室

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
レ
ッ
ス
ン

男
性
向
け「
メ
ン
ズ
ア
ロ
マ
」

職 　 　 種 勤 務 時 間 募 集 人 数 ・ 対 象 時 給 な ど 申 し 込 み ・ 問 い 合 わ せ

市民プール
機械設備運転および
保全スタッフ

午前８時30分～午後１時
※ 週３日程度のローテーショ

ン勤務
※ 勤務日によって終業時間が１

時間程度延長する場合あり

1人
※要ボイラー技士免許
※試用期間(２月間)あり

800円
※試用期間は750円
※有給休暇あり

履歴書(写真貼付)を市民プール窓口
へ持参
選考方法は面接試験を予定
1月ごろから雇用予定※応相談
●グリーンアリーナ（和田1242）
　☎５５３－３３７７
●市民プール（本丸3－5）
　☎５５５－２４５５

市民プール　アルバイト・パートスタッフ募集市民プール　アルバイト・パートスタッフ募集

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｕ
Ｓ
Ｔ　

Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｕ
Ｅ

30
ｔ
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行
田
市
の
古
墳
と
い
え
ば
、
埼
玉
古
墳
群
を
思

い
浮
か
べ
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
市
内
に

は
多
く
の
古
墳
が
地
中
に
埋
も
れ
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

行
田
市
域
で
古
墳
が
造
ら
れ
始
め
た
の
は
今
か

ら
約
１
千
５
０
０
年
前
で
す
。
埼
玉
古
墳
群
の
稲

荷
山
古
墳
、
須
加
地
区
の
大
稲
荷
１
号
墳
、
犬
塚

地
区
の
と
や
ま
古
墳
が
市
内
で
初
め
に
現
れ
る
古

墳
で
す
。
埼
玉
古
墳
群
の
築
造
を
契
機
に
し
て
、

市
内
に
は
６
～
７
世
紀
中
ご
ろ
ま
で
、
埼
玉
古
墳

群
の
ほ
か
に
も
多
く
の
古
墳
群
が
台
地
や
自
然
堤

防
上
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が

ら
現
在
目
に
見
え
る
形
で
残
っ
て
い
る
古
墳
は
数

え
る
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
古
墳
は
湿

地
の
埋
め
立
て
な
ど
の

工
事
や
開
墾
に
よ
っ
て

墳
丘
が
削
ら
れ
て
い
た

り
、
台
地
の
沈
降
や
利

根
川
な
ど
の
は
ん
ら
ん

の
影
響
に
よ
っ
て
地
中

に
埋
ま
っ
た
り
し
て
い

る
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
で
も
長
年
の
発

掘
調
査
の
成
果
に
よ
っ

て
、
多
く
の
古
墳
が
発

見
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

下
忍
地
区
の
忍
川
左
岸

に
下
忍
古
墳
群
、
右
岸
に
樋
上
古
墳
群
、
そ
の
北

側
に
は
佐
間
古
墳
群
、
藤
原
町
周
辺
に
若
小
玉
古

墳
群
が
あ
り
ま
す
。
利
根
川
沿
い
の
須
加
地
区
に

大
稲
荷
古
墳
群
、
酒
巻
地
区
に
酒
巻
古
墳
群
、
そ

の
南
に
は
斎
条
古
墳
群
、
小
見
真
観
寺
古
墳
（
国

史
跡
）
を
中
心
と
し
た
小
見
古
墳
群
が
あ
り
ま
す
。

最
近
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
、
樋
上
古
墳
群
や
若

小
玉
古
墳
群
で
は
墳
丘
が
削
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

古
墳
の
周
囲
に
巡
ら
さ
れ
た
溝
の
み
を
数
十
基
発

見
で
き
ま
し
た
。
そ
の
溝
か
ら
は
、
墳
丘
よ
り
転

落
し
た
円
筒
埴は
に
わ輪
や
形
象
埴
輪
が
多
く
出
土
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
斎
条
古
墳
群
に
お
い
て
は
、
直

径
約
20
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
１
メ
ー
ト
ル
の
埋
没

し
た
円
墳
１
基
を
新
た
に
発
見
し
、
築
造
当
時
を

思
い
起
こ
さ
せ
る
よ
う
に
円
筒

埴
輪
が
墳
丘
の
周
り
に
並
ん
で

い
る
姿
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
墳
丘
の
真
ん
中
に
埋
葬

施
設
も
発
見
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
市
内
に
は
築
造

当
時
の
姿
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
、

ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
古
墳

が
数
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
、
発

見
す
る
た
び
に
行
田
市
の
古
墳

文
化
が
も
っ
と
明
ら
か
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

�

（
文
化
財
保
護
課　

篠
田
泰
輔
）

材料（２人分）
鶏もも肉…180ｇ　塩…小さじ1/3　こしょう…少々
Ａ【プレーンヨーグルト…100ｇ　カレー粉…大さじ1/2　トマトケチャップ…
大さじ1　おろしニンニク…１片分　おろししょうが…1片分　レモン汁…大さ
じ1　パプリカ（粉末）…小さじ1/2】

作り方
①�鶏肉は脂を取り除き一口大に切り、塩・こしょうをして、Aに1時間から一晩
漬け込む。

②オーブンは200℃に温めておく。
③�天板にクッキングシートを敷き、余分な漬け汁を落とした鶏肉を並べ、オーブ
ンに入れて20分くらい焼く。（オーブンがない場合は、フライパンにクッキン
グシートを敷き、蒸し焼きにして軽く焦げ目を付ける）

栄養成分（１人分）
エネルギー260kcal　たんぱく質18.8g　脂質14.3g�
炭水化物4.5g　食塩相当量1.0g

（社）埼玉県栄養士会　行田・羽生の会

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。

■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報�
　広聴担当（内線318）までご連絡
　ください。
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行
田
の
歴
史
再
発
見

行
田
の
歴
史
再
発
見

4

環境にやさしい大豆油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

　タンドリーチキンとは、ヨーグルトと香辛料に漬け込んだ鶏肉をタンドール
（つぼ型のかま）で焼いた鶏肉料理です。ヨーグルトは肉を柔らかくし、カレー
粉などの香辛料は鶏肉の臭みを消し、焼き上がりをマイルドにします。
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今月の表紙

平
成

22
年

12
月

1
日

発
行

■
編

集
・

発
行

／
行

田
市

総
合

政
策

部
広

報
広

聴
課

〒
３６１−８６０１

行
田

市
本

丸
2

番
5

号
　

TE
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５
５

６
−

１
１

１
１

　
FA

X
５
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−
２

１
１

６
ホ

ー
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ペ
ージ

 http://w
w

w
.city.gyoda.lg.jp　

携
帯

サ
イト

 http://w
w

w
.city.gyoda.lg.jp/m

obile/index.htm
l

No.93

地
中
に
埋
も
れ
て
い
る
行
田
市
の
古
墳

クリスマス料理

タンドリーチキン

斎条古墳群で発見された埴輪列

　10月27日にさきたま古墳公園で行われた映画 ｢のぼうの城｣ のロケ風景。
丸墓山古墳を背に、石田軍の足軽役に扮

ふん

したエキストラが、戦の準備や作戦会議
などをする場面の撮影に臨みました。
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